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は じ め に

この報告苔は、佐賀駄農林業基盤整備事業等の施行に先立ち実施しました埋蔵文化財確

認潤査の記録をまとめたものです。

本県には先史時代以降の遺跡が多数存在しており、その密度の高さと重要性ならびに国

際性は全国的にも注目を浴ぴているところです。

県教育委員会では、これらの費直な文化財の保護と農林業基盤整備事業等との瀾整を図

るため、埋蔵文化財の確認調衣を実施し、その記録の保存に努めています。

今回、平成8・9年度農林業基盤整偏事栗等施行予定地区の文化財確認潤査を実施した

結果、先史時代～江戸時代にわたる各時代の遵跡・遺物が確認されました。

本密が、費重な文化財を県民の共有財産として大切に保存していくための預料として、

さらに学術資料として活用していただければ幸いです。

この文化財潤査にあたって、御協力をいただいた文化庁 ・九州農政局 ・県農林部・各市

町村教育委員会 ・土地改良担当課 ・農林担当課並びに地元関係各位に対しまして、深くお

礼を申し上げます。

平成10年3月31日

佐賀県教育委貝会

教育長川久保 善明
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本書は国庫補助を受け、平成8・9年度に施工計画の佐賀県農林業基盤整紺事業等に先行して、

平成8年度に調査を実施した佐買県農林業甚盤整偏事業等に伴う文化財潤査の報告書である。

確認調査は関係市町村教育委U会の協力を得て、佐灯県教fl委員会が行なった。

トレンチの位誼図作成、遺構の実測、写真街影は各讃査員が行なった。

遺物の整理・実測・製図・報告苔作成作菜は、佐賀県文化財課（神埼八子事務所）で行なった。

．還物整理…••……•中烏美須三 • 田中ハルミ

・図面整理・………••山口美佐子・ i[島美恵子 ・上瀧光子

・地図等製図••…•••三好文子

本書の執筑は下記の分担で行なった。

I、11、111-1-5、V......... 書........松尾 法博（佐賀県文化財課）

ID-6. IV-19・・・・・・・・・・・・ ……………••• 川副兵理子（佐賀県文化財課）

N-1~3 .................................... 太田

N-4 ......................................... ・約田

N-5 .......................................... 古行

N-6~ 7 .................................... 楠本

N-8 .......................................... 三代

N-9 .......................................... 西田

N-10 ...................... , .................. ・中野

N-11 .......................................... 武谷

N-1z .......................................... 岩永

N-13~15 .................................... 西村

N-16 ......................................... ・内田

N-17 .......................................... 藤井

N-1g ........................................ ・・後藤

N-20 .......................................... 西田

睦（中原町教育委員会）

浩二 （上峰町教育委貝会）

な彦（佐打市枚育委貝会）

正士（佐賀市教宥委目会）

敏幸（佐買市枚有委貝会）

巌（佐賀市教育委貝会）

充（佐賀市教育委只会）

和彦（佐賀県文化財課）

稚彦（多久市教有委只会）

秀昭（江北町教育委員会）

孔明（紆津市教行委員会）

浩司（肥前町教行委目会）

宏爾（鎮西町教行委員会）

和己（佐賀県文化財課）
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本書のill・IVについては各讃査担当者より提出された「確認讃査結果報告書」ならびに 「発掘

調査実績報告苔」を引用し、一部加策した。なお、 「土濱」や 「・・・跡」の表記等については
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統一を図り、また、 一部表現を変えたところがある。これらの文貢は編集者に帰す。

本杏に用いた方位は、 b陣ljとして座標北とし、磁北を用いた場合はその旨を明記した。

挿図中の■は、遺構・ 遺物が確認されたトレンチ（試掘坑）、 口は遺構・遺物が確認できなか

った トレンチ （試掘坑）、一ーは想定される遺跡の広がりを示す。

本密の編集は松尾法博が担当した。
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I. 調査に至る経過

1. 平成9年度農林業基盤整傭事彙等に伴う文化財讀認講査

(1)農林業基盤整傭事業等に係る協謹

県農林部と県文化陳が昭和53年 4月に締結し、昭和59Jf.4月に一部改正した 「農業基盤整備事業に係る埋蔵文

化財の保護に関する確認事州」に基づいて、平成8年9月に平成9年度農業基盤整紺事業施行計画について事業

祖当部局から文化財保護祖当部局へ協議が求められた。

平成9年度工事地区のうち踏査 ・文化財確認胴査の対象となった地区は、佐賀東部地区（烏栖市 ・基山町・中

原町・上峰町・神埼町 ・東脊捩村・脊扱村 ・三瀬村） 76.9ha、佐賀西部地区（佐買市・ 川副町・ 大和町・ 三8月

町・多久市・富士町 ・小城町・東与賀町・芦刈町） 208.3ha、佐買南部地区（鹿島市・武雄市・太良町・江北

町・塩田町・大町町・山内町・北方町・有明町・娘野町） 68.2ha、佐賀北部（伊万里市・北波多村・浜玉町・七

山村・厳木町・相知町・有田町・西有田町） 73.Sha、佐買上場地区（唐津市・鎮西町・肥前町・玄海町） 26.6ha 

の合計453.Shaである。関係する農業基盤整備軍棠として、県営圃場整偏事業・干拓地等農地整偏事業・県営土

地改良総合事業・団体営圃場整備事業をはじめ、農業構造改菩事業・山村根興農林漁業対策事業・農道整備事

業・広域基幹林道事棠，導水事業等多岐にわたっている。

施行主体は九州農政局筑後川下流用水事務所・伊万里開拓事菜所所管の国営、佐賀県農林部所管の県営、市町

村所管の団体営事業に区分される。また、水資源開発公団所管の筑後川下流用水事業に伴う協議（佐賀市・ 三田

川町）もなされた。

(2)文化財確認講査

協謙された事業計画地区（エ区）の設計図については、佐買県遺跡地図で位誼を確認するとともに現地踏査な

どの結果をもとに検討を行なった。検討に際しては、関係市町村教育委只会の文化財祖当職貝の協力を得て、情

報の収集を行ない、遺跡が立地する自然環境等を含めて庫前の検討を進めた．

更に、各事業計画地区については、関係市町村教育委貝会の文化財担当職貝と共に現地踏査を重ねた。

その結果、遺跡の存在が予測され確認躙社が必要と認められた地区（表2)について、当該市町村の教育委目

会・農林祖当課・県農林部、国等の機関との第1回目の合同四者協議会（「平成9年度農業基盤整偏事業に係る

文化財の保護の協議会（第 1回）」）を臥教有委R会が主催して平成8年10月14日に開催した。協議会においては

全体協議の後、市町村毎に関係者による個別協議の場を設け、専業計画の概要説明、現地踏査等の検討結果の報

告、確認調査の計画的 • 円滑な実施にあたっての打ち合せを行なった。

その協講会での合意に従って文化財確認調査は原則として、佐賀上場地区など稲刈りが早く終了する市町村で

は10月下旬から開始し、その他の市町村でも麦の種蒔き時期との関係で12月上旬までの間に実施を予定した。

実際の文化財確認讚査は、関係市町村教有委囚会の文化財揖当職員の協力を得て、稲刈りが終了する10月下旬

から麦の作付けが始まる12月上句までの間に行なったが、上物の状況によって適切な時期に調査を行なった。確

認躙査は原則として、 2X2mの試掘坑（トレンチ）を20m間隔で荘盤目状に設定し、埋蔵文化財の有無、性格、

分布範囲等を躙査する方法を採用した。

(3)開発と文化財保護に係る協謙

確認調査の結果をもとに詳細な遺跡分布図を作成した。確認された遺跡は、佐賀東部地区7,500m',佐賀西部

地区136,340m'、佐買南部地区120m'.佐賀北部地区360ni言，佐賀上場地区1,450ぷの合計145,770m'であった。
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この確認調査の結果をもとに、関係市町村教行委日会が主体となって開発事業旧当部局との個別協議が行なわれ

た。

農林業基盤整偏工事等が遺跡に影響を及ぼす地点については、水路位霞の変更、盛土による田面高の嵩上げ、

圃場の区画変更、農道・林道の路線変更等の設計変更を中心に、技術的・経済的に可能な保存方法を検討し、開

発事業計画と文化財保護に関する調整を行なった。この間、事業揖当部局には、設計変更に関して積極的に対処

していただいた。

個別協議を進めるなかで、埋蔵文化財の保存のために数度の設計変更を行なったが、やむを得ず農林菜基盤整

偏工事等により埋蔵文化財の保存が不可能となったとなった地点においては、文化財讀査の方法・時期等につい

ての協講を進めた。

このような個別協議を経て、平成8年12月18日に第2回目の合同四者協議会（「平成9年度農業基盤整偏事業

に係る文化財の保護の協議会（第2回）J}を開催し、平成9年度の事業計画と文化財の保護についての最終的な

潤整が行なわれた。この躙整会議においては、各地区の平成9年度の文化財調査面積・讃査方法 ・讃査時期等に

ついての調整がなされたが、一部の地区については工事設計の詰めの作業と併せて、個別協議を平成8年度末ま

で継続した。

これらの協議を経て、平成8年度以前に確認調査を実施した分を含めて、平成9年度及び平成10年度以降のエ

事計画を考慮に入れた棗終潤整がなされた。これによって、平成9年度工事施行予定地内の大部分の遺跡は盛土

工法等の採用による設計変更により遺跡の保存が図られ、残る21,313m'については平成9年度に発掘潤査を実施

して記録保存を図るこ ととなった。

Il. 調査組織

1. 調査主体

佐賀県教育委員会 （事務局：佐賀原教脊庁文化財課）

2. 総括

（事務局長） 高島忠平 県文化財課長

（次 長） 木下 巧 県文化財課参事 深町呂司 凩文化財課長補佐

3. 庶務

岩瀬茂生 凩文化課庶務企画係長 久保侶行 県文化謙庶務企画係主査

吉村俊也 県文化課庶務企西係主事 富窪道代 県文化課庶務企画係主事

4. 講査

（調査主任） 田平徳栄 県文化財諫長補佐、管理・指導班総括

（潤査 j;!) 西田和己 県文化財課管理・指導班企画讃整主査

徳富則久 県文化財課管理・指導班企画躙整主査

松尾法博 県文化財課管理・指導班主査

紐永 a紹 屎文化財課管理・指導班文化財保護主事

武谷和彦 県文化財課管理・指導班文化財保護主事
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市川浩文 県文化財課管理・指導班文化財保護主専

川副其理子 県文化財課讃査班文化財保護主事

福田簑彦 佐打市教存委員会文化課文化財係長

古打政彦 佐賀市教有委員会文化課文化財係事務吏貝

中野 充 佐費市教"tf委日会文化課文化財係事務吏目

久山麻史 H栖市教育委員会文化課文化財係事務吏員

内田 孔明 店津市教ff委目会文化財課文化財係事務吏貝

岩永雅彦 多久市教存委U会社会教育課社会教育係専務吏目

店塚啓介 多久市教行委貝会社会教行課社会教育係事務吏貝

原田保則 武雄市教宥委U会文化課文化財係長

船井向洋 伊万里市教脊委U会生涯学習諜文化係賽務吏U

荒谷殺樹 IP万里市教'ff委目会生涯学習諜文化係事務吏目

加田隆志 鹿品市教育委R会生涯学習課社会教行文化係布務職目

谷澤 仁 大和町教育委貝会社会枚育課文化財係文化財保護主琳

宗像 剛 富士町教行委U会社会教育課主水

永田稲男 三日月町教有委R会社会教育諜主市

古庄秀樹 小城町教行委只会社会教育係主事

西村秀昭 江北町教育委R会社会教有課屈託

宮崎光明 西布田町教育委貝会生涯学習課事務吏只

藤井浩豆l 肥前町教有委U会社会教打陳社会教有係主l~

5. 騎査協力

佐賀市教育委員会 三瀬村敦脊委員会 肥前町教有委員会

鳥栖市教育委只会 *;fll町教育委貝会 鎮西町教育委貝会

唐i1!市教存委M会 寂士町教育委H会 玄海町教育委U会

多久市教廿委貝会 川副町枚廿委貝会 有田町教育委只会

武雄市教育委U会 東与賀町教行委H会 西有田町教付委日会

伊n里市教育委員会 小城町教育委日会 山内町教有委員会

廂島市教育委凸会 三0月町教育委只会 北方町教育委貝会

碁山町教脊委員会 芦刈IIJ教脊委U会 大町町教行委U会

中原町枚脊委員会 浜玉町枚育委只会 江北町教有委貝会

上峰町教育委H会 七山村教行委目会 太良町教行委月会

神埼町教育委貝会 厳木町教育委日会 塩田町教育委R会

東守檄村教育委只会 相知町教育委且会 妍野町教育委μ全

存根村教脊委U会

九州農政局筑後川下流農業水利事業所

九州農政局伊万里開拓事業所
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水資源開発公団筑後川下流用水建設所

佐賀県農地農村整偏局農村計画課

佐打県農地農村整備局農村整絹課

佐賀県農地農村整備局農地保全課

佐賀県農地農村整偏局林政課

佐賀県農地農村整偏局森林整帽課

佐賀県農林部佐賀中部農林事務所

佐賀県農林部鳥栖農林事務所

佐賀駄農林部唐津農林事務所

佐賀県農林部武雄農林事務所

佐買県農林部伊万里農林事務所

佐賀県農林部鹿島農林事務所

各市町村土地改良祖当課・農林祖当課

地元各位

6. 講査指導

吉田恵二 國学院大学教授
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表1塁霙店盤竪備事業等にけう文化財
調在一ft(平成8年度尖紺）
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表 2 農業基盤整備事業施工予定地区内文化財確認調査（平成 8年度実施）

地 区 市町村名 工事地区名 所 在 地 確認潤ft対象 潤 査 結 果 担当者 I 備 考

佐賀東部地区 ,t';i 栖 市 晶木 ，幸津 晶栖市轟木町 ・幸津町 21.4 ha 遠跡は確認されなかった。 久山 lw堤 (Ji反歩JJJ.)

鍋島 佐賀市鍋島大字森III 22.6ha 中世集落跡 古賀 森m迫跡

令立東部 佐賀市金立町大字薬師丸 40.5 ha 旧ク リークを確認した。及」：より近世陶磁盗出土 古賀 未周知

佐買 市 兵庫北部 佐賀市兵廊町大字若宮字若宮 20.5 ha 中世～近世集落跡、 土師器細片若千出土 福田 ・中野 若宮迫跡

久保泉西部 佐賀市久保泉町大字川久保字上分 0.76ha 中世～近世梨落跡 福田 川久保松原遺跡

佐賀西部地区 幹線水路徳永線 佐双市金立町大字薬師丸 6.0ha 旧クリークを確認した＇。 表土より近世陶磁器幽I: 古賀 未周知

多久市 八ツ洞 多久市多久町大字八ツ溝 I 40.6 ha 縄文時代（後期）集落跡 岩永 ・店塚 八ツ涸

富士町 御民田線 富士町大字古場字貝野 延長 120 m 中世集落跡 宗像 ・武谷 貝野追跡

三 日月町 佐買西部祁水 三H月Plf大字逍辺字立物ほか 20.1 ha 弥生 ・古柑 ・中世集落跡 永田 ・武谷 •松尾 赤司東退跡

小城町 牛尾 小城郡小城町大字池上字中隈 延長 750 m 迫跡は確認されなかった。 古庄 未周知

武雄市 杵島山線 武雄市橘町大字片臼字片白 延長 1,600 m 平安末間の巨石信仰追跡 原田 南片白古瑣群

佐賀南部地区 鹿島市 飯m 鹿島市大字飯田 5.0 ha 迫跡は確認されなかった。 加EEi 未周知

江 北町 1江北 江北町大字 I・.小田字団子前 ・畑分 5.0 ha 縄文時代 （晩期）追物包含陪 西村・徳永 焼石遺跡 ，馬場北遺跡

渚線 伊万里市立花町鈴桶 延長 300 m I 縄文時代迫物散布地 荒谷 腰岳迫跡群

木須団地 伊万呈市木須町字兄上 ・戸渡島 13.0 ha 追構・迫物は確認されなかった。 船井 未周知

伊 万 里iii
佐賀北部地区 本瀬戸幹線道路 伊万里市瀬戸町字樽浦 延長 1,100 m 縄文時代 （前期）遠物包含陪 船井 樽iill迫跡

小即II幹線辺路 伊万里市黒川町字人辻 延長 1,266 m 迎構・迫物は確認されなかった。 船井 未周知

西布・田 町 西布田 西松浦郡西布田町rl11111丙字大石 20.8 ha 追梢 ・迫物は確認されなかった。 宮崎 野瀬即追跡

竹木場（上場 l] J~J) 店祁市竹木場字丹ノ木 ・岩野 3.0 ba 縄文時代追物包含府 内田 竹木場丹ノ木追跡

唐 wrl, 

枝去木 （上場 U期） 肘津市枝去木・ 八ノ木 ・晶蔵111 延長 1,100 m 旧石器時代～縄文時代退物包含陪 内田 枝去木分校人口遺跡

佐符上場地区

万買里川（上場町り） 肥前町大字万買里川字7,・長谷 2.0ha 退構はほとんど削平されていると考えられる。 藤井 未周知

肥前町

納所支線 （上場Ill期） 肥前町大字納所字笹山・石久保 延長 700 m 旧石器時代ー縄文時代迫物包含府 藤井 納所管山迫跡

筑後川 F流 金立工区 佐買市金立町大字薬師丸字薬師森 L8ha 縄文時代晩期～弥生時代初頭の追物包含陪 川副 薬師森迫跡

佐買市

月l 水 · J• 業 金立西部 佐f!lili金立町大字薬師丸 0.03 ha 追構・迫物は確認されなかった。 川副 未周知
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表 3 平成8年度 農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査一覧表

地 区 市町村名 工市地区名 略 号 所 在 地 讃査面積 潤査主体者 製査祖当者 迫 跡 の 内 容

l 野田追跡II ND All 三秀基郡中原町大字蓑原字tfm 2,20011{ 中原町教行委員会 太田・野田 縄文時代集落跡、奈良時代一平安時代集落跡

佐賀東部地区 中原町 2 香田追跡 KOO 三菱枯郡中原町大字沢原字香田 5,700m' ” 太田・野田 縄文時代・古沿時代 ・奈良時代～平安時代 ・中世某落跡

3 天神辺跡 TJN 三投廷郡中原町大字原古賀字天神 300m' ” 太田 ・野田 弥生時代・奈良時代～平安時代集落跡

上峰 IIIJ 4 堤三本松遺跡 TSM 三焚基郡上峰IIIJ大字堤字一本烈木 2,500m' 上峠町教育委員 会 詑田 弥生～近世集落跡，縄文時代迫物包含陪

5 金立追跡 KIR 佐賀市金立町大字千布 5,100111' 佐賀市教脊委員会 古賀 弥生時代・平安時代～中世集蕗跡、中世館跡

6 久店遺跡 HCF 佐賀iii金立町大字久宮 1,879m' ” 楠本 弥生時代～古墳時代 ・平安時代～近世集落跡

7 友貞遺跡 TBS 佐賀市金立町大字友貞 3,429111' ’’ 楠本 弥生時代～古墳時代・中世ー近世集落

佐買西部地区 佐賀市 8 東千布遺跡 HCF-4 佐賀市金立町大字千布 l25m' ” 三 代 弥生時代～近世集落跡・近世～近代の猿地

9 牟m寄迫跡 MTY 佐賀市兵廊町大字瓦町 4.295m' ” 西田 弥生時代～中世梨落跡

10 修理田遺跡 SRD-2・3 佐賀市巨勢町大字修理田 l,850ni ’‘ ,t, 野 弥生時代～古瑣時代 • 平安時代 ・中世・近世集落

11 川久保松原遺跡 KMB-4 佐賀iii久保泉町大字川久保字宮分 300111' 佐賀賀県市教教脊委員委員会
佐 育委員会

武谷 • 福田 中世～近世掛落跡

多久市 12 西の原西遺跡 NSN 多久市多久町西の原 5,500111' 多久市教育委 員会 岩永 ・潟塚 縄文時代集落跡

13 , 罰場北遺防 BBN 杵烏郡江北町大字上小田字馬場北 5,585m' 江 北町教育委員 会 西村 弥生時代集落 ・墓地、 中世～近世城下集落跡

佐費南部地区 江北町 14 焼石迅跡 YKS 杵島郡江北町大字上小田字小路 2.007m' ’‘ 西村 弥生時代集落 ・硲地、中世～近世城下集落跡

15 山中遺跡 YMA 杵島郡江北町大字上小田字山中 460n( ” 西村 中世ー近世城下集落跡

唐祁 ti, 16 八幡溜第11迫跡 HMDn 唐帷市佐志字八紺 1,200m' 唐津市教育委日会 内田 旧石器時代～純文時代遺物包含層

佐賀上場地区 肥前町 17 太田迫跡 OOT 東松浦郡肥前町＊字納所字太田 740m' 肥前町教育委員会 藤井 旧石器時代～縄文時代遺物包含層

鉛西町 18 塩鶴追跡 S10 東松浦郡鎖西町大字塩鶴字村田 4,000m' 鎖西町教行委員会 堀苑・後薩 弥生時代墓地（甕棺蒻）、中世集落跡

筑後川下流 佐賀 市 19 薬師森追跡 YMR 佐賀市金立町大字薬師丸字薬師森 200111' 佐賀県教育委員会 Ill 副 縄文時代集落

（用東部水祁水事事業業・

三 日月町 20 戊追跡 MTU 小城郡三日月町字長神田字戊 2,500111' 三日月 町教育委員会 西田 （柏） 弥生時代集落西部導水事業）
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皿 平成8年度文化財確認調査の内容

1. 佐賀寛部地区の講査

図 2 佐賀東部地区周辺地形図 (S=J:100,000)

1 鳥栖市 （轟木・ 幸洋工区） ①野田遺跡II

- ll -

②呑田遺跡

③天神遺跡

④堤三本松遺跡



(1)鳥栖市（轟木 ・幸津工区）

轟木・幸津工区（図3)は、平成9年度l,;¥-営氾い手'ff成基盤整備事業に伴い確認調査を実施した．

潤査は、鳥栖市轟木町・幸津町の約21.4haを対象に行なった。

調査対象地区は、鳥栖市の南西部、安良川が大きく束に湾曲する右岸および左作に位誼する。甕棺墓や石棺墓

が多く発見された幸津遺跡のある低い中位段丘が、すぐ背後にある。

瀾査は、対象地区に幅2mのトレンチを33ケ所設定して行なった。 掘削機によりトレンチの掘り下げを行ない、

また、人力による一部手掘りを行ない、確認調査を実施した。記録作成後、埋戻しを行ない旧状に復した。躙査

の結果、全てのトレンチで遺構及び遺物は確認できなかった。

な紅旧河床と思われる砂層が大部分のトレンチで確認されており、隣査対象区一帯は安良JI(の河道が変化す

る地点と推定され、明確な遺跡が確認されなかったと考えられる。

また、今回の讀査対象からは外れているが、 工事計画予定の範囲に含まれる近世土木遺産の筍堤については、

今後、遺跡の取扱いについて引き貌き協議を咬する。
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図3 鳥栖市（轟木 ・宰津地区）霜堤周辺地形図 (S=1/10,000) 
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2. 佐賀西部地区の講査

1
2

3
4
5

6

 

市

市

市

市

市

市

賀

賀

賀

賀

賀

久

佐

佐

佐

佐

佐

多

鍋島地区

金立東部

兵庫北部

久保泉西部

幹線水路徳永線

八ガ膏

図4

7 

8 ， 
10 

佐買西部地区周辺地形図

富士町 御民田線

三日月町佐賀西部導水

小城町 牛尾地区

佐打市筑後HI下泌用水金立烹郎I区

(S =1:100,000) 

①立遺跡

②久富遺跡

③友貞遺跡

④東千布遺跡

⑤牟田寄遺跡

⑥修理田遺跡

⑦川久保松原遺跡

⑧西の原西遺跡

⑨薬師森遺跡

⑩戊遺跡
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(1)佐賀市 （鍋島地区・金立寅部地区・兵庫西部地区 ・久保泉西部地区・幹線水路徳永線）

鍋島地区（図5)は、平成9年度県営阻い手育成基盤整紺事業に伴い確認潤査を実施した。

瀾査は、佐灯,fj鍋島町大字森田の約22.6haを対象に行なった．

讀究対象地区は、佐買市の西部に闇場である標高3-4mを測る低平な平野部で、対象地の西側には嘉瀬HIが

北から面に流路をとっている。対象地の北半分は森田遵跡の遺跡の範囲に包含されているが、南半邪は周知の埋

蔵文化財包祓地外である。

閲査対象地周辺は、近年の圃場整偏事業の進展に伴い、遺跡の新発兄が相次いでいる。対象地の南側には、 江

頭地区の圃場整紺事業に伴い瀾査された12世紀後半を中心とした時期の屈敷跡である大西屈敷跡や袋田遺跡があ

る。

演査は、対象地のうち掘削を受ける水路，道路予定地を中心に65箇所のトレンチを設定し、掘削機（パックフ

ォー）による表土剥ぎ ・掘削を行ない、必要に応じて人力による精査を実施した。 トレンチの位誼は平而図に記

録し、土層断面略図を作成、トレンチの状況を写真船影により記録した。記録作成後、埋め戻しを行ない、旧状

に復した。

閲在の結果、 ぬ21・46・47・59トレンチで遺構を検出し．対象地の南西部にて迅跡の広がりを確認した。検出

した遺構は、中世の所産と考えられる井戸 ・溝・土濱・小穴などであり、遺跡の性格としては集落跡と考えられ

る。出土した遺物には、中世の土師器 ・陶磁器片がある．

今阿の確認潤査の結果および関査対象区の立地状況から総合して考えると、潤査対象地区の南西部において約

8,000m』に及ぶ遺跡の広がりを確認している。従って、掘削を免れない水路淫分については、本潤査が必要であ

ると判断される。

金立東部地区（図6)は、平成9年度県営祖い手行成甚盤整偏事菜に伴い確認閥査を実施した。

讃究は、佐賀市金立町大字薬師丸の約40.Shaを対象に行なった。

躙査対象地区は、屎応3-4mを瀾る低平な平野部で、対象地の西側には巨勢川が南北に流路をとっている。

対象地の西側には、佐買導水事菜に伴い調査された縄文早期の道跡である東名遺跡が、また、北側には久保泉南

部圃場整偏事業に伴い讃査された弥生時代～中世の集落跡である下和呆一本椎遺跡が存在する。

讀査ば対象地のうち掘削を受ける水路、道路予定地を中心に197箇所のトレンチを設定し、掘削機（バック

フォー）による表土剥ぎ・掘削を行ない、必要に応じて人力による精査を実施した。 トレンチの位誼は平面図に

記録し、 土層断面略図を作成、トレンチの状況を写兵掛彩により記録した。記録作成後、埋め戻 しを行ない、旧

状に復した。

潤査の結果、ぬ1-7・21・23・33・37・40・42・43・45・51・ 53・54・59・62・87トレンチで旧クリークを検

出したものの、それ以外の明確な遺構は確認できなかった。

出土した遺物は、近世の陶磁器片が表土中より少只出土している。

瀾査の結果および讃査対象区の立地状況から総合して考えると、潤査対象地区内では明確な遺構は確認されな

かったため、本躙査の必要はないと判断される。 なお、隣核する佐賀導水事菜予定地区 (~101 · 102 トレンチに

おいて、弥生時代初頻の遺物包含層を確認している。今回の関査対象地区に遺構の存在する可能性もあるが遺構

密度が極めて希薄であると考えられる。
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兵庫北部地区（罰 7)は、平成9年度県営祖い手行成甚盤整絹事業・筑後川下流農業水利事業幹線水路徳永線

に伴い確認讚査を実施した。

潤査は、佐賀市兵庫町大字若宮字若宮の約20.Shaを対象に行なった。

閥査対象地区は、標高3-4mを測る低平な平野部で、国氾34号線、市辺伊賀屋線、焼原川に囲まれた地区で

その大半が水田となっている。潤査対象地区の南西約400mには平成5年度に発掘調査を実施した淵遺跡が所在

する。弥生時代中期～後期の集落跡として周知されており、井戸・溝・土濱が確認され、甕．鉢．壺・瓦杯など

大黛の遺物が出土している。

また、当該地区の西隣も水路で囲まれており、地元には屋敷の伝承が残っているが、既に工場として開発され

ている．

潤査は、対象地のうち掘削を受ける水路、辺路予定地を中心に46箇所のトレンチを設定し、掘削機（パックフ

ォ-)による表土剥ぎ ・掘削を行ない、必要に応じて人力による精査を実施した。 トレンチの位誼は平面図に記

録し、土層断面略図を作成、 トレンチの状況・検出遺構を写真捐影により記録した。記録作成後、埋め戻しを行

ない、 18状に復した。

讚在の結果、ぬ26・27・31トレンチで洞、土壌、小穴を検出した。出土した遺物には、各遺構埋土から若干の

土師器細片が出土している。

今回の試掘讚査では、調査区対象地区の南端で遺構 ・遺物を確認し、その遺跡の規楼は南北は南北約70m、東

西約50mを測る。遺跡の性格は、検出した遺構の状況及び出土遺物から中世～近世に営まれた 「屋敷」跡と考

えられる。なお、今回、新たに発見された遺跡については、若宮遺跡として佐賀県遺跡地図に登録し、遺跡の周

知化を行なった。

久保泉西部地区（図8)は、平成9年度県営圃場整備事業に伴い確認調査を実施した。

讃査は、佐賀市久保泉町大字川久保字上分の約0.76haを対象に行なった。

潤査対象地区は、佐賀市の北部に位誼し電巨勢川上流の東岸の河岸段丘にある。標店は約20mを測り、周辺と

の水田との比高差約0.5-I.2mを測る。現況は畑地となっている。

平成4年度に川久保遺跡・川久保松原遺跡・御手洗遺跡の発掘潤査を実施し、古頃時代～奈良 •平安時代の集

落を確認している。 これらの遺跡から検出された遺構には、竪穴住居跡・掘立柱建物・ 溝•土濱などがあり、出

土遺物には｀土師器（甕・坪 ・高杯・鉢 ．壺） ・須恵器（坪）などがある。

調査は、農業碁盤整絹編入地区圃場（畑）に4箇所のトレンチを設定し、掘削機（パックフォー）による表土

剥ぎ・掘削を行ない、必咬に応じて人力による精査を実施した。 トレンチの位置は平面図に記録し、土層断面略

図を作成、 トレンチの状況 ・検出遺構を写只捐影により記録した。記録作成後、埋め戻しを行ない、旧状に復し

た。

調査の結果、ぬ I・2・3トレンチで溝、土濱、小穴を検出した。出土した遺物には、各トレンチから若干の

土師器細片がある。

今回の確認謂査では、農業基盤整備編入地区全体で遺構・遺物を確認した。なお、遺構面までの深さは地表よ

りマイナス0.5-0.6mを測り、面工事の掘削最大深は0.3m程度となっているので、遺跡の保存が図られるため工

事施工については支阻ないと判断される。しかしながら、今回潤査対象地区の北端部の工事掘削予定地につい遺

跡の取扱いについて協譲を要する．
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図5 佐賀市鍋島トレンチ陀酒図 (S== 1/ 4,000) 
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図6 佐賀市金立東部トレンチ配笥図 (S=i/4,000)
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図 7 佐賀市兵庫北部トレンチ配置図 (S=l/4,000)
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(2)多久市（八ツ溝地区）

八ツ溝地区（図9-11)は、平成9年度県営祖い手＃成基盤整備事業に伴い確認讃査を実施した。濶在は、多

久市多久町大字八ツ溝の40.6haを対象に行なった。

讃査対絞地区は、鬼の鼻山系北麗から束流する牛津川まで緩やかに傾斜する丘陵地の中ほどに位誼する水田で

ある。潤査区内南端を 2本の川が流れ、ほどなく合流し古野HIとなり牛津川へと流れ込んでいる。調虻対象地周

辺は、農道を挟んで西側には、平成7年度に本潤査を実施し、小穴や溝から縄文時代後期の土器ど＊旦に出土し

た岡遺跡が所在している。また、 500mほど南の林の中には唐人古場窯跡があり、窯逍具や特殊な物が出土して

いおり 、朝鮮人の陶エが築いた窯と推定されている。

調査は、掘削機による表土剥ぎおよび試掘を行ない、必要に応じて人力による精査を実施した。瀾査状況の写

真掛影、平面図• 土屈略図等の記録作成後、埋戻しを行ない旧状に復した。 トレンチの位江は縮尺S=l/1000の

平面図に記録し、土吊断面図を作成、各トレンチの状況を写真悌影した。これらの記録作成後、埋め戻しを行な

い、掘削機の通過した地点の畦畔等の補修を行なった。特に、遺物出土状況・検出遺構状況を写真損影により記

録した．

潤査の結果、讃査区南側から中央部にかけて道構が検出された。確認された遺構は、直径約J5cm-25cm小穴群

が主で、その他数箇所のトレンチで溝状遺構および土壌を検出した。また、西側の岡遺跡窃りにも小穴群を認し

た。試掘潤査では、讃査区対象地区の南端で遺構・遺物を確認し、その遺跡の規模は南北約70m、東西1,100m

を測る。出土した遺物は、縄文時代後期の土器片が主で、その他黙紺石・サヌカイ トの剥片が数点出土した．

今回の確認瀾査は、対象地が岡迫跡に近いことから、遺構の存在がある程度予想されていた。潤査の結果、約

15,000rrfの広範囲にわたり小穴群・溝状遺構が検出され、また、出土遺物も岡遺跡と同時代の土器片が出土して

おり、岡跡に関連する遺跡であると推定される。以上のことから、謂査区南側から中央部にかけての部分と1潟遺

跡寄り一部については本潤査が必咬と考えられる．

(3)富士町 （御民田線）

御民田線 （図12)は、平成9年度普通林道開設事菜に伴い確認潤査を実施した。

潤査は、佐買郎富士町大字古湯字貝野の延長120mを対象に行なった．

躙査対象地区は、様高280m前後で、北も南も500~600mの11.tに挟まれた谷の下部に位買する。凍へ流れる谷

JII (貝野川）の北斜面で、現在は貝野地区の集落の下に開かれた棚田となっている。 貝野遺跡(~士町1019)内

で縄文時代の遺物散布と して周知されている。また、束北東約500mには、標il'li417mの城山山頂を中心に中世Lh

城跡である古湯城跡がある。

讃査は、道路予定地を中心に 輻1.5~2m、長さ1.5~5mのトレンチを 6箇所設定し、掘削機 （パックフォ

ー）および人力による表土剥ぎ・掘削を行ない、その後、人力により遺構の精査を実施した。トレンチの位在は

平面図に記録し、土層断面略図を作成、 トレンチの状況 ・検出遺構を写真掛影により記録した。躙査後、埋め戻

し旧状に復した。

閾査の結果、ぬ I・3・4・6トレンチで遺構 ・遺物を確認した。 検出した遺構には、柱穴、方形土濱、小穴

があり、出土遺物は、中世の土師器片、近世の染付け磁器片などがあるが、縄文時代の遺物は検出されなかった。
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特に． 工事予定地のうち、現在の集落に近い北側上段の棚田は、地表から一0.8mで遺構面に達するため、工事

計画と文化財保護との瀾整が必要と判断された。協講の結果、平成9年度に埋蔵文化財に影響が生じる箇所につ

いて本潤査を実施している．

今回の確認潤査により、貝野拓落に近接した南側斜面の水田より、中世の柱穴が検出され、中世の集落跡が確

認された。現在の集落よりやや低い場所にも兵落が広がっていたと推定される．

( 4 ) 三 日月町 （立物・ 赤司 ・ 祇園JII横断 • 佐織 ・ 仁俣 ・ 三ケ島工区）

立物・赤司・祇園川横断•佐綜・ に1臭・ 三ケn←て区（図13-15) は、平成9-lOi自g国営水路佐賀西部導水事

業に伴い確認閲査を実施した。

謂査は、小城郡三日月町大字道辺字立物、大字織島字赤司ほかの20.Lhaを対象に行なった。

立物 ・赤司・祇園川横断地区は、天山から岩蔵谷を流下する祇園/IIの左岸、佐織・ 仁（呉・ 三ケ島工区は、祇岡

川の右岸に位誼する。潤在対象地は、既に圃場整錨が実施されている地区で、現況は烈高10-13m前後の水田と

なっている．

立物工区の南側の立物集落南側では、昭和50年の圃場整偏iii業の際に浙而V字状の溝から小型のイh製鏡が1l:1土

し．弥生時代の集落跡と推定されている立物遺跡が周知の埋蔵文化財包蔵地となっている。立物神社北方には、

弥生土器片の散布が認められ、追構は確認されていないが甕棺慕の存在が指摘されている立物神社北方遺跡が知

られている。

また、赤司工区の北方には、 古rn詩代の掘立柱建物跡・溝・祭司遠構などが検出された古項時代の北落跡であ

る赤司遺跡が所在している．

佐織工区は、平成7年度に佐賀西部導水事業に係る試掘潤査が実施されたが、遺構 ・遺物は確認されていない。

三ケ届工区は、祇園川の右序に位訳するが未周知地区である．

今回の導水路工＊は、甚本的に現迅部分で実施されることが多いが、事前の確認瀾在に際しては．車両などの

通行の安全を確保する必要があり、現逍の讃査が困難であるため、確認躙在は工事対象予定地の隣接地（水田）

で行なった。幅2mX是さ 2mのトレンチを甚本に設定し確認潤在を進めたが、遵構の検出状況および地形から

判新して適宜トレンチの幅、長さについては拡張した。

表土刹ぎは掘削機を使用し、人力により精査を行なった。 トレンチの写其捐影後、土膚図を作成し、遺構を検

出した箇所は平面略図を作成した。また、遺構の性格を把紺するためにサプトレンチを設定し、部分的に掘り下

げを行なった。

記録作成後は、掘削機により埋め戻しを行ない、必要に応じて転圧機 （クンバプレート）により転圧を行ない

旧状に復した。

閲査により確認した遺構は、弥生時代の溝跡l条、中世の溝跡5条、小穴などである。出土した遺物の主なも

のは．弥生土器・ 土師器、須恵器が辺構から出土している。また、客土中に関磁器片が滉じって出土している。

調査の結果、 立物.:r.区では、立物神社の北方に位誼するところで小穴および迫物の包含府を確認した。古墳時

代および中世の遺構が存在し、集落跡の一部と推定される。

また祇園/II横断工区では、農逍部分の確認瀾丘が •J能になったこ と 、 更に 「立坑」 部分の工事が緊急に必要

になったので追加確認潤査を実施した結果、弥生時代、中世の溝跡を確認した。当該地は埋蔵文化財包蔵地とし
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ては周知されてなかったが．北方の赤司辺跡の範囲拡大として周知を図る必要がある． さらに、地元の伝if<.等で

は 「アカジショウ」の位れは特定できないがこの周辺にあった可能性もあり、今後の謁介の進展のなかで、 「赤

自庄」または「赤司庄Jとの関連に留意する必要がある。

なお、佐織 ・U袋・ 三ケ島工区については、追構、追物は全く確認されなかった。

(5)小城町 （牛尾地区）

牛尾地区は、平成9年度農林漁菜用揮発油税財源兒返店辺整備事業にIt-い確認潤在を実施した。

讃充は、小城郡,Jヽ城町大字池上字中悶3911他11策の延長750mを対象に行なった。

潤在対＆地区は、牛尾山から派生する丘陵上に位骰し、現況は登漬脈lおよび梅l糾となっている。周辺には、中

閉遺跡などが所在している。

潤充は、輻2mX長さ 2mのトレンチを店本に股定し確認潤在を進めたが、地形から判浙して適宜船、長さに

ついては拡張した。 4箇所のトレンチを設定し、表土剥ぎは人力で行ない、人力により精査を行なった。トレン

チの写真tAl影後、上層I~を作成した。 記録作成後は、掘削機により埋め戻しを行ない．旧状に復した。

閑在の結果、退構は確認されなかった．また、出土遺物は、表土から磁器片などが少乱Ill土した。明確な迅柑

も確認されていないため、エ>JI施工については支閲ないと判浙される。

l 掘削機使用状況出状況（多久市 ）＼ツ溝地区）
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図9 多久市八ツ清トレンチ配四図 (1) (S = 1/3,000) 
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図10 多久市八ツ溝トレンチ配宜図 (2) (S=l/3.000) 
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図11 多久市八ツ洛 トレンチ配柑図 (3} (S =1/3,000) 

-25 -



~ 

。
lO()m 

図12 富士町御民田線トレンチ配霞図 (S=I/2,000)
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図13 三日月町西部導水 （立物・赤司工区） トレンチ配霞図 (S= 1/3,000) 
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3. 佐賀南部地区の講査

図16 佐買南部地区周辺地形図 (S= 1:100,000) 
I. 武雄市 （杵烏山線） ①馬場北遺跡

2. 鹿島市（飯田地区） ②焼石遺跡

3. 江北町 （江北地区） ③山中遺跡
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(1)武雄市 （杵島山線）

杵島山線（図IS)は、平成9年度広域基幹林道杵島山線事菜に伴い確認調査を実施した。

讃査は、武雄市橘111J大字片白字片白9,321-1ほか l裕の延長1,600mを対象に行なった。

贋査対象地区は、杵島山（連山）の南西部中腹の標麻130m付近で、近くには角閃安山岩質凝灰角蝶岩の大露

頭である立岩が存在する。一帯には、この岩石が多数散任している。調査対象地の周辺には、北偲1800mに国史

跡おつぼ山神籠石があり、また、片白古墳群や柑崎古れ群が埋蔵文化財包蔵地として周知されている。

調査は、岩陰部を対象に巨岩の露頭した下部にO.SmX4 mのトレンチを 1箇所設定し、人力にて、遺構・ 遺

物の有無を確認した．

潤査の結果、厚めに堆積した黒色土{I層）の下にIJI黄褐色土 (2層）があり、その下は岩盤 (3層）となっ

ていた。なお、 2層上面において、径0.3m程度の焼土と瓦器 ・土師器を確認した。

試掘した地点は、臣岩がオーバーハングしたところであり．旧石器時代、縄文時代の岩険遺跡の可能性があっ

たため試掘調査を実施したが、 3層は岩盤となっており旧石器～縄文時代の遺構・遺物は確認されなかった。ま

た、当該地はおつぼ山神籠石の石材の採集加工地と推定されている地区であるが、露頭している岩石は風化して

おり、剥離痕は確認されず、さらに現況では急傾斜の地形でありエ人のキャンプ跡などを確認することは困難で

あると考えられる。よって、今回の潤査では平安時代末期の遺物が5点出土しており、当該地は巨岩を対象とす

る信仰遺跡の存在が考えられる。

これらの潤査結果を甚に．林逍計画と遺跡の保存について協議を重ね、当該地を迂回する形で設計変更がなさ

れ、遺跡の保存が図られることになった。

(2)鹿島市 （飯田地区）

飯田地区は、平成9年度県営担い手育成基盤整偏事菜に伴い試掘潤査を実施した。

躙査は、鹿島市大字飯田の5.0haを対象に行なった。

調査対象地区は、多良岳火山の造山活動によってできた山地の末端部にあたり、長年の河川の削平によって造

られた谷に位買する。谷の両1社は造山当時の山の斜iliiを残し、緩やかにまっすぐ海の方向に傾斜している。谷は

当該地から急に広がり、末端では2つの谷が合流して300mほどの幅になっている。

調査対象地区の周辺には、遺跡は特に知られていないが、七浦地区では当該地と同様な地形を呈し、丘陵の末

端部のほぼ海洋沿いに西塩屈遵跡、西塩屋古項が立地している。

潤査は、 2mX2mの トレンチを基本に59箇所設定し、掘削機（バックフォー）により表土桑Ifぎを行ない、そ

の後、人力で精査を行なった。 トレンチの状況を写真掛影し、土層略図などの記録作成を行ない、揺削機により

埋め戻し1日状に復した。

瀾査の結果、遺構 ・遺物ともに確認されなかった．

今回の試掘讃査により、当該地は飯田日当川および飯田川の氾濫原と考えられ、碁盤層である黄褐色礫混じり

粘性土の崩壊土および流失土を中心とする堆積が広がっているのを確認した。また、部分的には旧河辺と考えら

れる礫層なども認められた。良好な遺物包含層は確認されず、遺構 ・遺物も検出されなかったため、当該地には、

遺跡は存在しない、あるいは遺跡が存在したとしても極めて遺構密度が低く残存状況が悪いものと考えられる。
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図17 武雄市杵島山線トレンチ配江図 (S=l/2,000)
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(3)江北町 （江北地区・ 5号農道・ 8~9号農道）

江北地区（図18)は、平成9年度中山間地域総合整偏事業に伴い確認讀査を実施した。

潤査は、杵島郡江北町大字 L:小田字畑分・楢原の5.0haを対象に行なった。

胴査対象地区は、六角川の支流である祇園Illがつくる扇状地一帯に広がる水田地滞である。周辺には、近代に

栄えた炭坑関係の施設・ポク山などが存在する。対象地区内には、畑分遺跡・楢崎遺跡などの遺物散布地があり、

北側500mのところには弥生時代・中世の共落跡である馬場北遺跡や焼石遺跡などがある．

潤査は、 !.5mX3.0mのトレンチを碁本に5箇所設定し、 掘削機 （バックフォー）により表土剥ぎを行ない、

その後、人力で精査を行ない遺跡の有無および性格について潤査した。 トレンチの状況を写真紐影し、土層略図

などの記録作成を行ない、掘削機により埋め戻し1日状に復した。

瀾在の結果、 i'-b3トレンチで幅約0.7mの溝状の落ち込みを確認したが、その他のトレンチでは遺構は確認で

きなかった。また、遺物も確認されなかった。

今同の瀾企では、明瞭な道構は確認されなかった．周辺の馬場北遺跡や馬場面遺筋などに近接していることか

ら遺楕の存在が想定されたが、当該祁業地区内では遺構の存在する可能性は低いと考えられる。

5号 .8号 .9 号農道は、平成 9年度中山間地域総合整偏1~菜に伴い確認潤査を実施した。

5丹農道 （図18)の潤査は、杵為郡江北町大字上小田字団子前の延長250mを対象に行なった。

閾査対象地区は、周知の埋蔵文化財包蔵地である団子前遺跡の中、緩斜而上に位誼する。現況は蜜柑園となっ

ている。南側斜而に鞍部があり、そこから多数の黒躍石剥片や黒曜石の石鏃が表面採集されている。周辺には、

岳遺跡などの遺物散布地が所在している。

潤査は、人力により2.0mX2.0mを店本とするトレンチ4箇所を設け、遺跡打無・性格などを精査した。

トレンチの状況を写真捐影し、土層略図などの紀録作成を行ない．人力により埋め戻しIEI状に復した。

閾査の結果、遺構は確認されなかったが、南側鞍部に設定した~17 · 18 · 19 ト レンチで、縄文晩期の土器片お

よび黒曜石の剥片を確認した。

今回の躙査では、 lり1瞭な遺構は確認されなかったが縄文晩期の遺物包含恩がぬ17・ 18トレンチを中心に広がる

ものと考えられ、遺構が存在する可能性があり今後留意する必要がある．

8丹 ・9・1'}農道の関査は、杵島郡江北町大字山口字白木・前久保の延長760,nを対泉に行なった。

関査対象地区は、緩斜面上に位誼し、現況は蜜柑園・キウイ畑となっているが、削平はほとんどなく旧地形を

比較的良好に残している。周知の埋蔵文化財包蔵地である白木遺跡内にある．

閲査は、人力により2.0mX2.0mを甚本とするトレンチ10箇所を設け、遺跡有無 ・性格などを粗在した。 トレ

ンチの状況を写真扱影し．土層略図などの記録作成を行ない、人））により埋め戻しIEI状に復したe

潤査の結果、遺構および遺物包含層は確認されなかった。なお、表面採共および検幽Jcoに黒曜石刹片 ・焦曜石

石核、中近世淘磁器を確認している。
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図18江北町江北地区5号塁辺トレンチ配誼図 (S=l/3,000) 
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4. 佐賀北部地区の講査

図19 佐賀北部地区周辺地形図 (S=l:100,000)

］ 伊万里市 渚線 4 伊万里市 (,JヽtiりII幹線）

2 伊万里市木須里団地 5 西有田町西有田西部地区

3 伊万里市本瀬戸幹線 山谷・椎の木線

-35 -



( 1 ) 伊万里市（渚線 ・ 国営総合農地開発 木須団地• 本瀬戸幹線・ 小黒Il l幹線）

渚線（図20)は、平成8・9年度ふるさと農道緊急整備事業に伴い確認潤査を実施した。

潤査は、伊万里市立花町字鈴桶ほかの延長300mを対象に実施した。

潤査対象地区は、駿岳の北傭斜面の中腹に位社し、現状は果樹園・道路で標~127-173m を測る。 腰岳遺跡群

(11万里市1216}および鈴桶遺跡（伊万里市1179)に含まれている。腰岳は有数の黒曜石の産地あり、昭和59If.

に二里町の鈴桶遺跡．平成4年に立花町の鈴桶遺跡が伊万里市教行委H会によって潤査されている。

潤査ば．蜜柑が植えてあるため幅O.Smのトレンチを基本に平成8年度工事予定地では17箇所、平成9年度エ

項予定地では11箇所設定し、人力により謂査を実施した。

躙査の結果、両工区とも逍構は確認されなかったが、表土および蜜柑園造成の客土中に多只の熱曜石の剥片を

・確認した．

出土遺物は、平成8年度工区のNo.15-17トレンチにおいて、表土および客土中から縦長剥片を含む焦曜石の和1

片が数十点出土した．

さらに、平成8年度工区のNo.15-17トレンチを含む果樹園の造成土中に黒曜石の剥片が含まれているので、 工

事予定地の現迅部分と法面を除く約50m'の7箇所に幅0.5mのトレンチを設定し遺物の採集を行なった。その結

果、コンテナ3箱分の黒躍石の剥片資料が得られた。

また、平成9年度工区のNo.1-5トレンチにおいて表土および客土中から黒曜石の剥片が数十点出土した。な

お、平成9年度工区においても、法面を除く約100m'の範囲において果樹伐採後に同様の方法で遺物の採集を行

なった。

木須団地（見上工区 ・戸渡烏工区）は、平成9年度国営総合農地1l11発事業に伴い試掘潤査を実施した。

調査は、伊万里市木須町字見上、戸渡品の13.0haを対象に実施した．

潤査対象地区は、大平山から南西方向へ派生した丘陵が平野部に接する場所に位設する。18地形は平野部から

干潟に続く海岸全体と思われる。見上工区で標li'0.5-5 m、戸渡届工区で標高Omを韻る。現状はいずれも水

田である。

周辺の丘陵上を中心に駄道遺跡（伊万里市1083) 、宮ノ tl(/遺跡（伊万里市1085) 、 J~越遺跡（伊万里市1086)な

どが確認されているが、本潤査は実施されておらず、詳細は不明である。また、丘陵を越えた場所に宮ノ前北遺

跡（伊万里市1355)があり、標高約Smの場所で縄文時代の包含層を確認している．

潤査は、圃場整偏の範囲および道路予定地に見上工区では71箇所、 戸渡島工区では14箇設定し、掘削機と人力

により実施した。 トレンチは2X2mを碁本に設定し、 トレンチの状況を写真および土陪略図などで記録作成を

行なった後、埋め戻し18状に復した。

調査の結果、両工区とも還構は確認されなかった。平野部範囲の地山は明黄褐色粘性土であるが、 18干潟部に

は貝層が認められた。

今回の調査では、前回の宮ノ前北遺跡調査で縄文時代の遺構を確認しており、同様の遺構の検出を想定したが、

遺構・遺物は確認されなかった。
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図20 伊万里市渚線トレンチ配謂図 (S=l/2,000)
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本瀬戸幹線（図21)は、平成9年度国営総合農地開発事業に伴い試掘閻査を実施した。

謂査は、伊万里市瀬戸町字樽浦の延長l,OOOmを対象に実施した。

潤査対象地区は、南東方向に開けた丘陵の先沿部に位沢し、目前には矢竹川の支流が流れている。矢竹川によ

って形成された丘陵から旧氾濫原を中心としている。標底は丘駿部分が約31-34m、旧氾濫原部分が約I.Smで

ある。現状は｀丘陵部分は畑、旧氾濫原部分が水田である。

周辺の丘陵上に真中遺跡（伊万里市1354・6085)が確認されている。真中遺跡からは旧石器時代から縄文時代

にかけての石器が出土している。また、南方向、約1.5kmには宜ノ前北遺跡（伊万里市1355)があり、標高約5

mの場所で縄文時代の包含層を確認している。

閥在は、道路予定地に8箇所設定し、掘削機と人力により実施した。 トレンチは2X2mを基本に設定し、 ト

レンチの状況を写真および土層略図などで記録作成を行なった後、埋め戻し旧状に復した。

調査の結果、遺構は確認されなかったが、縄文吋代の迅物包含層を検出した．出土遺物には、焦曜石とサヌカ

イトの石器がある。

今回の潤査では、厚さ約20cmの縄文時代前期の遺物包含府を確認した。遺物の集中寧は lrr{当たり約23点程度

で包含層の広がりから360.tの遺跡を確認した。今回は試掘讃査を実施していないが、遺跡はさらに北方向に広

がる可能性が店い思われる。

また、新発見の遺跡であったので、樽浦遺跡 （伊万里市15.16,散布地）として佐賀県遺跡地図に登録し周知を

行なった。

なお、 工事計画と文化財保護との調整を図った結果、開発に係る337m'については、平成9年度に伊万里市と

九州農政局伊万里1l11拓事業所の間で閑査委託契約を結び、本讃査を行なうこと になった。

小黒川幹線（図22)は、平成9年度困営総合農地開発事業に伴い試掘潤究を実施した。

調査は、伊万里市黒川町字人辻の延長1,266mを対象に実施した。

調査対象地区は、丘陵先端部と立川の氾濫原が接する場所である．揉高は約 1m、現状は水田である。

周辺には、北から南に伸びる丘陵先端部分が立川の旧氾濫原に接する場所に白水（土井頭） 遺跡（伊万里市

2001) ・ 前田遺跡（伊万里市2002)が確認されている。なお、 白水遺跡では甕棺19基が出土している。

讃査は、追路予定地に5箇所設定し、掘削機と人力により実施した。 トレンチは2X2mを基本に設定し、 ト

レンチの状況を写真および土層略図などで記録作成を行なった後、埋め戻し旧状に復した。

調査の結果、遺構・遺物ともに確認されなかった。

今回の躙査により、当該地が立川の1B氾濫原と考えられ、遺跡は確認されなかった。

(2)西有田町 （西有田西部～大石地区 ・北岳地区・岩谷地区、山谷 ・椎の木綜）

西有田西部地区は、平成9年度中山1111地域総合整偏事業に伴い試掘蹟査を実厖した。

讃査は、西松浦郡西布田町曲Ill丙字大石ほかの20.8haを対象に実施した。

調査対象地区は、国兒山東麗の東西に延びる台地端部上および谷部に位舘する水田である。周辺には、縄文時

代晩期の横久保遺跡などある。

讃査の結果、遺構・遺物ともに検出されず、遺跡は確認されなかった。
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図21 伊万里市国営本瀬戸幹線道路トレンチ配置図 (S= 1/2,000) 
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大石地区の讃査は、西松浦郡西有田町曲川丙字大石ほかの2.14haを対象に実施した。潤査は、 20m問隔に 2

mX2mのトレンチを設定し、人力で実施した．

潤査の結果、遺構 ・遺物ともに確認されなかった。また、周辺の踏査を実施したが遺物は確認されなかった．

北岳地区の調査は、西松浦郡西有田町曲Ill丙字幸ノ上・貝立の5.42haを対象に実施した。讃査対象地区は、国

見山東麗の東西に伸びる台地に挟まれた谷部に位江する。現況は水田となっている。周辺には、東300mに神の

Iii/遺跡がある。

讚査は、急傾斜地を餘き20m間隔に2mX2mのトレンチを10箇所設定し、人力で実施した。各トレンチとも

に谷あいに設定したため潤査途中、水が湧いてきた。 トレンチ状況を写兵樹影後、土層図などの記録作成を行な

い旧状に復した。

讚査の結果、遺構・遺物ともに確認されなかった。また、周辺にも遺物の散布は認められなかった。

岩谷地区の讃査は、西松浦郡西有田町曲川丙字岩谷・南川原の2.2haを対象に実施した。讀査対象地区は、国

見山東麓の東西に伸びる台地の東端に位誼する。当該地は台地東端の谷部にあたる水田である。眺望が開けたな

だらかな傾斜地で遺跡の存在が予察された。周辺には北450mに岩山遺跡、南600mに谷頭遺跡がある。

讀在は、ほぼ20m問隔に 2mX2mのトレンチを9箇所設定し、人力で実施した。トレンチ状況を写真損影後、

土廣図などの記録作成後、人力で埋め戻し旧状に復した．

瀾査の結果、遺構・遺物ともに確認されなかった。また、周辺の踏査を実施したが遺物は確認されなかった．

山谷・椎の木線は、ふるさと農迅緊急整備事業に伴い、確認讀査を実施した。潤査は、西松浦郡西有田町山谷

乙字柳谷の2,312mを対象に実施した。讀査対象地区は、国見山東麓の東西に延びる台地上に位冠する。周知の

埋蔵文化財包蔵地、野瀬原遺跡に含まれている。遺跡は台地の最高所あり、東に向かってなだらかに傾斜する。

南北は急傾斜の紺となっている．現況は未舗装の農道で、工事は畑・山林を取り込んで計画されている。

潤査は、工事計画道路のセンクーに、ほぼ20m間隔で2mX2mのトレンチを16箇所設定し、人力に掘削を行

なった。トレンチ状況を写其損影後、土層図などの記録作成後、人力で埋め戻し1日状に復した。

潤査の結果、遺構は確認されなかった．

また、出土遺物は、撹乱層から数点の黒昭石フレイクを検出したのみである。今回の調査により、遺跡の中心

は計面路線の北側の台地縁辺に広がっていると考えられる。

~ 国

］ 伊万里市本瀬戸幹線 2 伊万里市渚線 3 西有田町ふるさと農迅

図版2 確認躙査状況（佐賀北部地区）
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5. 佐賀上場地区の謂査

図23 佐賀上場地区周辺地形図 (S= 1:100,000) 
1 唐津市竹木場（上場0期） ①八幡溜第0遺跡

2 唐津市枝去木（上場11期） C吹田遺跡

3 肥前町万賀里）II第2号 ③塩鶴遺跡

4 肥前町納所支線第2号
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(1)唐潰市 （竹木場地区・枝去木地区）

竹木場（上場n期）地区（図24)は、平成9年度県営畑地滞総合土地改良事業に伴い確認讀査を実施した。

瀾査は、唐津市竹木場字丹ノ木・岩野の3.0haを対象に実施した。

讀査対象地区は、唐津市の西に広がる標託約220m前後の通称「上場台地」の南部に位冠する。竹木場地区を

流れる松浦川支流のひとつ田中川の源流付近にあたる。この竹木場地区は旧石器時代から縄文時代にかけての遺

跡が多く見られる。讚査対象地区を南西郎に少し下ると縄文時代の貯蔵穴が検出され多くの遺物が出土した高峰

遺跡や唐ノ川丸尾遺跡・1甘ノ川西ノ吹遺跡が所在しており、また南東には竹木場前田遺跡・菅牟田黒龍遺跡など

多くの遺跡が存在する。

讚査は、 2mX2mのトレンチを基本に17箇所設定したが、状況に応じてその郡度設定を変えた。今回の讚査

対象地は、全体的に狭小な谷に営まれた水田耕作地であるが、田中川に接する麻峰遺跡の上流にあたる。このた

め、遺跡が立地する可能性のil1iい丘険嬬を中心にトレンチを設定した。

掘り下げは人力で行ない潤査貝が遺構・遺物の有無を確認し、写真損影・略測を行なった。埋め戻しは墳圧用

具などを使用して行なった。

讚査の結果、遺構は確認されなかった。なお、現水田面の下の嵩上げ部分と見られる層（粘償土層や礫層など）

から陶磁器片や黒曜石•安山岩などの石鏃片・剥片などが出土している。

今回の調査では、現水田面の下は嵩上げなどにより造成されたもので、さらに下層には川底に見られる礫が広

がっていた。 礫層などに認められる遺物は、流れ込みと造成時のものと考えられる。

枝去木（上場D期）地区（図25)は、平成9年度県営畑地行総合土地改良ボ業に伴い確認讃査を実施した。

讚査は、肝津市枝去木の延長1.100mを対象に実施した。

調査対象地区は、唐津市の西側に広がる標高約140mの通称 「上場台地Jの中央部に位誼する。この枝去木地

区には旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡が多く見られる。

今回の躙在対象地区には、枝去木分校入口遺跡が一部含まれている。また、周辺には枝去木山中遺跡、鳥部甚

蔵山遺跡、原遺跡など著名な遺跡がある。さらに、調査区東の鎮西町側には前田D遺跡が所在する。

讚査は、 2mX2mのトレンチを基本に30箇所設定したが、樹木などによる制約があり状況に応じてその祁度

設定を変え、 3t23箇所のトレンチ讀査を実施した。掘り下げは人力で行ない、躙査員が遺構・ 遺物の有無を確認

し、写真揖影・略測を行なった。埋め戻しは填圧用具などを使用して行なった。

調査の結果、遺構は確認されなかったが、旧石器時代から縄文時代の遺物包含層を確認した。出土遺物には、

トレンチから黒曜石片や陶磁器片が出土している。なお、黒曜石片は、枝去木分校入遺跡と前田D遺跡のほぼ中

問地点から出土している．

今回の調査を行なったぬ16-20トレンチは、丘陵のピークに近く枝去木分校入口遺跡の北側にあたる。この付

近はなだらかな傾斜をもち近接する鎮西町の前田11遺跡も尾根伝いに綬いている。これらのことから、 2つの遺

跡の範囲が広がっている可能性が高い。

四 -28トレンチは、かつて多量の遺物が出土した枝去木分校入口遺跡に近接する部分である。既設道路の整

偏時および果樹園造成時に削平を受けた部分もあるが、遺物包含層の遺存状況は良好であると考えられる．
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図24 柑淳市竹木場（上場u期）
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図25 唐津市枝去木（上場11期） トレンチ配誼図
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(2)肥前町 （万賀里JI)第2号・納所支線第2号）

万賀里HI第2号（上場1ll期）地区（図26)は、平成9年度県営畑地帯総合土地改良事業農道整偏に伴い試掘調

査を実施した。

調査は、東松浦郡肥lli/町大字万賀里川字下長谷の0.2haを対象に実施した。

潤査対象地区は、標~ISOm前後の丘陵地であるが、町内では起I犬の激しい地区である。 現況は谷部を利用し

た水田である。

調査対象地区及びその周辺には、周知の埋蔵文化財包蔵地が希薄である。

調査は、 2mX2mのトレンチを基本に5箇所設定した。掘り下げは、すべて人力で行い、潤査只が遺構・遺

物の有無を確認し、写真捐影・略測を行なった。記録作成後、人力で埋め戻しを行ない旧状に復した．

調査の結果、遺構は確認されなかった.Iii土遺物は、撹乱層から石鏃などが出土した。その内訳は、ぬ2トレン

チから石鏃l点｀ぬ4トレンチから砕片1点のみである。

今回の調査では、 遺物は撹乱層からの出土で、良好な遺物包含層は確認されなかった。

納所支線第2号（上場川期）地区（図27)は、平成9年度県営畑地帯総合土地改良事棠農逍整偏に伴い試掘調

査を実施した。

讀査は、東松浦郡肥前町大字納所字笛山・石久保の700mを対象に実施した。

調査対象地区は、標高90m前後の丘陵地で緩やかな尾根を利用した畑地が広がっている。讃査対象地区周辺の

丘陵地には、旧石器時代から縄文時代の遺跡が数多く分布している。荒崎遺跡 ・池ノ田I遺跡 ・太田遺跡が発掘

されている。

調査は、 2mX2mのトレンチを基本に10箇所設定した。掘り下げは、すべて人力で行ない調査員が遺構・遺

物の有無を確認し、写兵扱影・略測を行なった。記録作成後、人力で埋め戻しを行ない旧状に復した。

讀査の結果、ぬ8トレンチで土壌 1基・柱穴1個を確認した。出土遺物には、ぬ8トレンチから砕片3点、 J

10トレンチから彫器 1点・砕片 1点、表採資料として石鏃 1点がある。

今回の調査で、遺物包含層が確認されたのはぬ8・10トレンチの2箇所であるが、遺物包含層の上部はやや削

平されている。また、 NalOトレンチから彫器が出土しているため、開発計画と文化財の保護について調整が必要

と思われる．

なお、新発見の遺跡であ ったので、納所笹山遺跡（肥前町om.包含層）として佐費県遺跡地図に記載・ 登録

し周知を行なった。
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図26 肥前町万賀里川第2号トレンチ配沢図
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6 筑後川下流用水事秦

(1)佐賀東部導水 （城原川以西）

1 金立東部第 1 エ•第 2エ区

調査は、佐双市金立町大字薬師丸字薬師森のI.Shaを対象に、平成8年11月5日-11月15日・平成9年 1

月24日に確認讚査を実施した。

綱査対象地区は、巨勢HIの左岸、標高4.0-4.3mの水田部である。

当該地の北側には、村徳永遺跡等の弥生時代～古れ時代を中心とした多くの遺跡が存在する。

調査は、 55箇所の トレンチ（試掘坑）を設定し、 掘削機（バックフォー）により試掘を行った。

調査の結果、NolOトレンチにおいて遺物包含層を確認した。 トレンチ内の脊灰色粘質土層が遺物包含層

であり、縄文時代晩期のものと考えられる土器片を検出した。その他NolO・13・14トレンチ内の黄灰色粘

土層より炭化物を検出した。

工事対象地区内における遺物包含層の広がりは、約200m'である。全体の遺跡の範囲は不明確であるが、

同時期に行った農業基盤整備事業に伴う確認躙査の結果から判断すると、遺物包含層は、南011にはあまり広

がらず、北側に遺跡の主体が存在すると考えられる

なお、今回、遺跡が確認された工事対象地区については、やむを得ず水路工事により掘削が予定されるた

め、協議の結果、発掘調査 （本調査）を実施した。

2 金立西部

調査は、佐賀市金立町大字薬師丸0.3haを対象に、平成9年 1月7日~I月14日・ 3月7日に確認讀査を

実施した。

周辺には、躙査対象地の北側築落付近に、村徳永遺跡・下和泉遺跡などがあり、また、 巨勢川を挟んだ西

側に東名遺跡・千布遺跡が所在している。

今回の調査対象地区は、巨勢川の左岸、標高4.0~4.3mの水田部および焼原/II南岸の堤防部 ・水田部であ

る。

工事予定地内の4箇所のトレンチ（試掘坑）を設定し、 掘削機 （パックフォー）により試掘を行った。

調査の結果、いずれのト レンチにおいても遺構 ・遺物ともに確認されなかった．
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N. 平成8年度発掘調査の概要
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., ,, 
1. 野由遺跡II(略号： NDAI]) 

遺跡の所在地

三養基郡中駁町大字蓑原字野田

讀査主体者

中原町教有委目会

謂査期間

平成8年9月～平成8年12月

讀査面積

2,2oorrr 

図29 野田遺跡D位図図 (S= I /25.000) 

遺跡の概要

野田D遺跡は、脊振山系の石谷山から南に伸びる台地上に位霞し、標高約45mを計る。遺跡のある台地の東側

には山内川が流れており、潤査区は台地の西側端部付近にあたり平成7年度に調査を実施した野田遺跡の南側で

ある。本遺跡の北側山麓には古墳時代後期の群集瑣や,,,世山城が築かれ、南面した斜而上には香田遺跡や前田原

遺跡、木の本遺跡といった縄文時代から中世の遺跡が営まれている。遺跡周辺の台地上には本村遺跡、植松遺跡、

若宮八幡神社遺跡、北浦遺跡など縄文時代から中世の集落や古墳群が密集して存在しており、このあたり一帯は

ほぼ全域が周知の埋蔵文化財包蔵地となっている。ただ地元の人の話によると大正時代から昭和の初期に実施さ

れた区画整理事粟により削平や埋め立てが行なわれており、現在ほぼ平坦な部分は地形がかなり変わっていると

いうことである。

躙査は、面工事で削平を受ける部分および水路により掘削を受ける部分の2,200rrfについて実施した。

野田 D遺跡で検出された遺構は、掘立柱建物・ ：I: 城・小穴がある。全体的に遺存状況が悪く、やはりかなりの

削平を受けているものと思われる。また、遺構は潤交区の北側に集中して見られ、閾査区の南側の水路予定部分

については落ち込みとなっており、表土剥ぎを行なったが遺構・遺物は検出できなかった。

掘立柱建物は. 2間X3間以上の規模をもつもので、東西に主軸をとる。柱穴から土器などが出土していない

ため時期は不詳であるが、周辺の土濱などの出土遠物から古代に属するものと考えられる。土濱は縄文時代後期

のものと古代のものがある。このほか遺物が出土していないため時期は不詳であるが土の堆積状況から倒木痕と

見られる土濱が多数検出された。

遺物は、遺構から縄文土器、古代の土師器が出土したほか、表土中から中世の龍泉窯系斉磁椀の破片が出土し

ている。遺物の出土Rは．調査区南側の土壌から縄文土器がややまとまって出土した程度で、全体に散発的で出

土塁が少なかった。

今回の調査では、町内では検出例の少ない縄文時代の遺構や最近、官街遺構や鍛冶遺構など重要な調査が相次

いでいる古代の遺跡の広がりが確認され、町内遺跡の分布状況を知るうえで重要な成果を上げることができた。

なお、平成7年度の閲査では南北に 180m以上にわたって伸びる溝や竪穴住居跡などが検出されたが、今回の関

査ではそれらの遺構は確認されなかった。このことから、．溝は調査区の北側で角度を変えて東の谷に繋がるもの

と思われ、竪穴住届跡など古代築落の生活遺構は削平されて失われたか、あるいは西側の台地上に広がっている

ものと推定される．
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5 関査区南側 （上から）

図版3 野田0遺跡

6 掘立柱建物跡SB004 (J:: から）
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. ,, 
2. 香田遺跡 （略号： KOO} 

遺跡の所在地

三養基郡中原町大字蓑原字呑田

調査主体者

中原町教育委員会

讀査期間

平成8年11月～平成9年3月

讃査面積

5,700m' 

遺跡の概嬰
図30 香田遺跡位霞図 (S= l /25.000) 

香田遺跡は、官振山系の石谷山から南に伸びる丘陵上の南斜面部に位冠し、標高約55-66mを計る。昭和54年

度に高速道路の事前瀾査が行なわれ、縄文時代晩期の支石茎や古項時代前期の竪穴住居跡、群集墳などが検出さ

れた讚査地区の南側に位誼する。躙査対象地の周辺には、山麓部に古墳時代の群集墳や中世の山城が築かれてお

り、丘陵の面側には、縄文時代から古代の遺跡である前田原遺跡や木の本遺跡が営まれてる。台地上には本村遺

跡、捐松遺跡、若宮八幡神社遺跡、北浦遺跡などの縄文時代から中世の集落や古墳群が密集して存在しており、

このあたり一帯の台地上はほぼ全域が周知の埋蔵文化財包蔵地となっている。

調査は削平を受ける部分および水路により枇削を受ける部分の5.700rri'について実施した。瀾査区は全部で5

区に分かれており、過去の讀査区がA-2-4区、 B-1区となっていることから、今回の讚査区は、 C-1-

5区とした。

検出された遺構は、竪穴住居跡、土濱、小穴、消、鍛冶遺構がある。また、讃査区全面に 5-15cmの遺物包含

層が認められた。竪穴住居跡は平面形が3-4mほどの方形のもので、北側に竃を持っている．出土遺物から 6

世紀後半ー7世紀頃と判断される。土壌は、縄文時代晩期、古墳時代および古代のものがある。土濱内からの遺

物の出土量はあまり多くない。溝は調査区が狭いこともあって全体の形状など不明な点が多いが古れの周溝とみ

られるような溝は検出されなかった。鍛冶遺構は長さ0.8m、編0.5mほどの惰円形を呈する。また、隣接して直

径0.5m程度の円形の土濱が検出された。楕円形の土濱は、底面が焼けて締ま っているが、周囲が白く変色ほど

の熱は受けていない。遺構の内部からは、土師器、 闘の羽口、 炉壁片、鉄滓が出土したほか、内部の土を洗浄し

てふるいにかけたところ鉛冶に伴う鍛造薄片・粒状滓などが検出され、本遺構を鍛冶遺構とする決め手となった。

遺構の時期は出土した土師器から 8世紀頃のものと推定される。

遺物は遺構から石器，縄文土器，土師器 ，,f{恵器，鉄滓が出土したほか、包含層から 6世紀-9世紀にかけて

の土師器・須恵器 ・鉄滓・中世の閾磁器片などが大泣に出土している。また、溝内から長さ20cm程度のサヌカイ

トの原石が出土しているが風化の程度から1日石器時代に属する可能性もある。今回の賓料は、旧石器時代・縄文

時代の当時の交流や石器製作についての頂要な資料である。

今回の調査では、支石咎や古墳は検出されなかったが、造墓集団との関わりが推定される縄文時代および古墳

時代から古代にかけての集落跡が検出されるなど重要な成果をあげることができました。特に、県内でも検出の

少ない鍛冶遺構の検出は肥前凧土記に記された 「漢部郊」に於ける兵器製造所との関係や原古賀六本黒木還跡で

確認された官衛的建物との関係など古代の鉄生産と鉄器制作について頂要な行料を得ることができた．
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3. 癸祐遺跡（略号 ：T J N) 

遺跡の所在地

三養基郡中原町大字原古賀字天神

讃査主体者

中原町教育委貝会

調査期間

平成9年3月

躙査面積

300rrf 

遺跡の概要
図31 天神遺跡位翌図 (S= I /25,000) 

天神遺跡は、上峰町鋲西山から南に伸びる船石丘陵の南端部の東側、台地との境付近に位誼し、標高14-15m

を計る。胴査区の東側には浅い谷が入っており、西側の台地との比高差は約Imである。本遺跡の周辺には西寒

水一本柳遺跡や西寒水四本柳遺跡、西寒水七本柳遺跡などの弥生時代～近世の集落、甕棺慕地が広がっているが

これまでの周辺の讚査からは遺跡の主体を占めるのは弥生時代から古墳時代前期および中世である。また、遺跡

の北側の谷底平野部には原古賀三本谷遺跡等の弥生時代の大規模集落が広がっている。なお、天神遺跡では過去

に甕棺内から小型初製鏡が出土している。

調査は、水路工事で掘削される300m'について実施した。

検出された遺構には、溝• 土濱・小穴がある。溝は調在区が限定されているため長さは不明だが現状では約30

mほどを検出した。幅10m、深さ 0.8mを測り、西側の台地に沿って南北に伸びているものと思われる。堆積土

に砂や小石が混じっていることから水路であった可能性が高く、調査区東側の浅い谷部には水田が広がっている

ことが予想される。溝の中からは大量の弥生時代中期から後期の土器が出土した。溝の状況は平成元年度に讀査

した原古賀三本谷遺跡1Il区で検出した溝と似ているが直線距離で約500mほど離れており、繋がるかどうか不明

である。土演は弥生峙代中期の方形の貯蔵穴と見られるものや奈良時代のものがある。この他竪穴住居跡と兄ら

れる土凛があるが大半は潤査区外であり確実なものどうか不明である。小穴は調査区が狭いこともあって掘立柱

建物になるようなものは検出されなかった。

遺物は、大量の弥生土器（中期～後期）の甕・壺・ 麻坪・椀などが出土した。出土状況は、溝の内部に砂や小

石に浪じってぎっしりと詰まっており、破片が多いが完形に近いものも含まれている。また、貯蔵穴と見られる

土墳からも復元すると完形に近いものが出土している。この他、土濱から 8世紀代の須恵器の坪．蓋、土師器の

坪等が出土した。

今回の躙査では、弥生時代の遺跡の広がりが確認され、溝内から大塁の土器が出土したことは讀査区の西側の

台地上に弥生時代の集落が広がっていることが推定されるなど重要な成果を挙げることができた。また、これま

で周辺では確認されていなかった古代の遺構が検出され、古代の遺跡の分布状況を知る上で預要な成果を挙げる

ことができた。

なお、溝内から土器に混じって少量の鉄滓が出土しているがこれまで周辺の調査で出土した鉄滓はすべて中世

のものであり、弥生時代のものかどうか判断し兼ねている。もし、弥生時代のものなら弥生時代の鉄器生産につ

いて只璽な資料となるので、今後の周辺の調査に期待したい。
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4. 耐圭栄松遺跡（略号： TSM) 

遺跡の所在地

三養甚郡上峠町大字堤字一本黒＊

潤査主体者

上峰町敦行委貝会

潤査期間

平成8年 7月～平成8年12月

潤究面積

2,SOOnf 

遺跡の概疫

図32 堤三本松遺跡位江図 (S= I /25,000) 

堤三本松遺跡は、上峰町の北部｀県辺品栖・川久保線以北、長崎自動車道以南の切通川西岸にあり、行捩山系

から派生する祁-38mの低位段丘上に立地する。遺跡周辺は、水田および畑として利用されている．

本遺跡の周辺には、山駕部に行柳•新立 ・ 谷渡 ・ 鉛西山南麓古墳群が分布し、古用時代後期の小円項が点在す

る。南に隣接する屋形原遺跡の昭和53年度発掘閥査では、古墳時代後期の集落跡が確認されている。その南方に

は縄文時代から平安時代にわたる集落を中心とした複合遺跡である堤六本谷遺跡や八藤遺跡、舶叡鏡など負重な

副葬品を出土した二塚山遺跡がある。また、 二塚山丘陵と八藤丘陵を遮断する形で築かれている堤土塁跡が所在

する．さらにその南方には弥生時代の集落と墓地を中心と した船石遺跡、船石南遺跡が所在する。近年、県営圃

場整偏事業に伴う発掘讃査で比較的希薄であった縄文時代の集落跡が確認され、佐賀東部の縄文時代集落の解明

や変遷を考察するうえで只重な只料が符られている。

潤査は｀ 「県営圃場整紺事業上峰北部地区」に伴い、面工事で削平される部分2,SOOrrlを 1区 (625mりと 2区

(1,825nf)の小区に分けて実施した。

1区の潤査では、明確な遺構は検出されず、流れ込みに起因すると考えられる土器片 ・中世土器片・近世磁器

片が出土したにすぎなかった． しかし、 一部に検I!¥面の下庖に遺物包含層の存在が想定されたので、 トレンチお

よびグリ ッドを設定し掘り下げた．

2区の潤査では、掘立柱建物跡・土潰・小穴が検出された。また、 1区と同様にトレンチおよびグリッドを設

定し、侑重に掘り下げた。

今回の讃査によって、弥生時代から奈良時代にかけての集落跡の周辺部に相当することが判明したが、 遺跡の

性格を決定付けるまでには至らなかった。また、下府においても明確な遺構を検出できなかったが、断片的では

あるが縄文時代以前のものである可能性があり、今後の関査例の増加を待って判断しなければならないと思われ

る。
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5.'t泣這跡 （略号： K I R) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字金立

躙査主体者

佐賀市教育委U会

潤査期間

平成8年7月～平成9年3月

調査面積

5,lOOniゞ

遺跡の概要

図33 金立遺跡位沼図{S = I /25,000) 

金立町周辺は洪積台地が発達し、遺跡の宝庫として知られる地域である。周辺は農地として利用されていたた

め、比較的旧地形を良く留めた地域であったが、近年の農菜碁盤整偏事業などの進展に伴い、その様相は一変し

つつある。なお｀周辺には、金立開拓遺跡 ・丸山遺跡・村徳永遺跡・琵琶原遺跡・大野原道跡 ・:kB遺跡 ・古村

遺跡 ・上掲遺跡など縄文時代から中世にかけての迅跡が数多く分布し、発掘潤査が行われている。

今回の調査は、 6地点に分割して潤査を行った,60~70c11の表土下で明褐色砂買土～黒褐色砂質土の遺構検Ill

面を確認した。また、 6~9区における遺構検1.l1面は同時に縄文時代中期一後期にかけての遺物包含層でもあり、

この包含層に弥生時代～近世に遺構が切り込む形で遺構を確認している。なお、弥生時代～近世の遺構埋土は暗

灰褐色～黒褐色を基潤としていた。

調査の結果は、狭小な6地点分割された頷査であったため、遺跡の全体像を捉えるまでは至らなかったが、特

に弥生時代と奈良時代の集落跡の遺構を多数検出し、多大な成果を収めた。

弥生時代前J昨l末～中期初頭の住居は、平面円形プランの竪穴住居であった。Ill土遺物から見ると、小型の竪穴

住居から大型の竪穴住居への変遷が想定できる。また、大型の竪穴住居では、建替えまたは拡張が行われている

ものが多かった。弥生時代後期初頭～後期前半の住居は、平面隅丸方形プラン (5mX3.5m前後）で2本主柱を

基讃とした竪穴住居であった。いずれの住居も長辺繋際中央に屋内土壌を設けており、持にSH80!6・S H8017 

で検出したものには土壌両端に杭を打ち込んだような小穴状掘り込みが確認された。屋内J.:演の敷設目的を考察

する上で興味深い賓料である。

奈良時代の住届は広範囲に広がっており、東西の丘陵全体におよぷ可能性が涵い。検出した竪穴住居はいずれ

も竃を敷設した平面方形プランを基調としており、主柱は確認できたものについては4本であった。また、検出

した住居の大半には弥生時代の竪穴住居に見られた貼床敷設前掘込みが観察され、仮にこれが弥生時代から脈々

と受け継がれた貼床敷設時の伝統的技法であるならば非常に興味深い賢料である。磁付設位沼北側にとる住居の

一群は、 一辺3.5m~4.0m程度の当時の居住目的住居としては襟準サイズと考えられる住居と一辺2.0m~2.5m程

度の小型住居で構成される。検出された小型住居はその規模から居住空間としては考えづらく、居住空間として

の掘立柱建物に付随した台所等の炊事空間として位誼づけた方が良いと思われる。閲査区内にこの住居群と共存

すると思われる掘立柱建物は確認されなかったが、周辺に掘立柱建物が存在する可能性は高く、またSH7003・ 

S H8003からは布目瓦が出土していることから瓦奸さ建物の存在も考えられ、掘立柱建物と竪穴住居に居住して

いた人との間にはある程度の格差が想定できるものと考えられる。
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6. 久富遺跡（略号： HOM) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字友貞

調査主体者

佐賀市教育委員会

潤査期間

平成8年7月～平成9年1月

讃査面積

1,879ぶ

図34 久富遺跡位ぼ図 (S= I /25,000) 

遺跡の概要

久布遺跡は、楳硲6-7mの山麓低地に位誼する。

本遺跡の周辺には、千布二本焦木遺跡・友貝遺跡・東千布遺跡などが分布している。千布二本黒木遺跡では、

弥生時代中期、中世～近世の集落跡が確認された。弥生時代中期の遺構としては掘立柱建物跡・土濱・溝・不明

遺構などが検出された。2条の溝は、規模・形状・遺物のIii土塁から、環濠の可能性が指摘されている。なお、

巨勢川の対岸には弥生時代後期の拠点集落である村徳永遺跡が存在し、溝が環壕であるならば、この周辺に村徳

永遺跡に先行する拠点遺跡が存在する可能性が指摘されている。 また、中世～近世の遺構は、掘立柱建物跡 • 井

戸 ・土濱・溝が検出された。掘立柱建物跡の密度・配社から屋敷地の一部であると考えられている。友貞遺跡で

は、 5区で中世の届敷地の一部、 7区で中世の館跡が讃査された。東干布遺跡では、 2区で中世の集落跡、 3区

で弥生時代の集団募地・中世の集落が調査された。

調査は、面工事で削平される部分と水路工事で削平されるl,ff79n{(2区）について実施した．

弥生時代前期末～古ttt時代前期、平安時代～近世初頭の集落跡を躙査した。 弥生時代の遺構は竪穴住居•井

戸 ・土凛 • 土器棺墓・溝 ・小穴である。竪穴住居は潤査区北側で Iff検出し、中期初頭-111期前半の所産で残存

状況が悪く、不明な点が多いが平面形は方形～長方形で．主柱は2本であると考えられる。井戸は調査区北側を

中心として数基検出し、中期初頭～終末の所産で、その中の 1基から擬朝鮮系無文土器が出土した。土濱は躙査

区全体で多数検出し、前期末～後期の所産で、その中の数甚から擬朝鮮系無文土器が出土した。溝は調査区中央

で 1条検出し、中期初頭～中期前半の所産で、大型である。古墳時代の遺構は土攘である。躙査区北側で 1基、

調査区南側で 1条検出し、前期の所産で、躙査区面側で検出した 1基から完形に近い土師器二重口縁壺を含む土

師器がまとまって出土した。平安時代の遺構は土凛である。讃査区北側で1基検出し、 9世紀の所産であると考

えられ、墓の可能性がある。中世～近世の遺構は掘立柱建物、溝跡である。掘立柱建物は関査区南側を中心とし

て4棟検出し、中世末～近世初頭の所産で、その中の 1棟は梁行 l間、桁行5間で大型である。溝は調査区全域

で数条検出し、中世末～近世初頭の所産でその中の4条は躙査区ではL字形で、区画溝である。

今回の潤査によって、弥生昨代前期末～古頃時代前期、平安時代ー近世初頭の集落であることが判明したが、

弥生時代前期末～弥生時代後期後半、中世末～近世初頭の集落が主体で、弥生時代前期末～弥生時代後期後半の

集落は密度・遺物の出土且から、集沼の中心に近い集落であると考えられる。擬朝鮮系撫文土器は佐賀市では現

在までのところ鍋烏町、兵庫町で出土したのみで、金立町では初めて出土した。
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7. 封貞遺跡 （略号： TBS) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字干布字友貞

讀査主体者

佐賀市枚脊委員会

調査期間

平成8年 7月～平成9年 1月

讚査面積

3,429rrf 

遺跡の概要

友貞遺跡は、標高6~7mの山麗低地に立地する。

図35友貞遺跡位壮図 (S= I /25,000) 

本遺跡の周辺には、干布二本黒木遺跡 ・東千布遺跡 ・久富遺跡などが分布している．干布二本黒木遺跡では弥

生時代中期・中世～近世の集落が躙査された。弥生時代中期の遺構には、 掘立柱建物跡 ・土壌・溝・ 不明遺構な

どが検出された。2条の溝は、規模 ・形状 ・遺物の出土鼠から、環壕の可能性が指摘されている。巨勢川の対岸

には、弥生時代後期の拠点集落である村徳永遺跡が存在し、溝が環壕であるならば、周辺に村徳永遺跡に先行す

る拠点集落が存在する可能性が指摘されている。 中世一近世の遺構は、掘立柱建物跡•井戸 •土濱·溝が検出さ

れた。掘立柱建物の密度、配誼から、屋敷地の一部であると考えられている。東干布遺跡では2区で中世の集落、

3区では弥生時代の集団蹂地、中世の集落が調査された。久富遺跡では 1区で弥生時代中期・古項時代前期の集

落が讃査された。

讀査は、面工事で削平される部分と水路工事で掘削される3,429m'(13区ー17区）について実施した．

13区では、弥生時代中期初頭～古墳時代前期、中世一近世初頭の集落を潤査した。 弥生時代の遺構は井戸 • 土

壌・小穴である。井戸は潤査区全体で数基検出し、中期初頭ー終末の所産でその中の 1基から完形に近い弥生土

器がまとまって出土した。土績は調査区全体で多数検出し、中期初頭～後期の所産で、その中の 1甚から擬朝鮮

系無文土器が出土した。古墳時代の遺構は土壌・溝である。土濱は讃査区全体で多数検出し、前期の所産で、そ

の中の 1基から完形に近い土師器甕、土師器小型丸駈壺が出土し、出土状況から祭祀土濱であると考えられる．

中世～近世の遺構は掘立柱建物、土濱、溝である。掘立柱建物は讚査区中央で 1棟は梁行）間、桁行2間で柱穴

は大型である。土墳は潤査区南側で 1基検出し、鎌倉時代の所産である。溝は潤査区全体で数条検出し、 中世末

ー近世初頭の所産でその中の 1条は調査区ではL字形で、土師器、悶器等が出土し、 1紅酉溝であると考えられる。

14~17区では、弥生時代中期、中世末～近世の集落を讀査した。中世末～近世の集活が主体で、 中世末ー近世

の遺構は掘立柱建物、 土濱、溝等である．

今回の調査によって、弥生時代中期初頭～古項時代前期、中世～近世の集落であることが判明したが、弥生時

代中期初頭～弥生時代後期後半、中世末～近世の集落が主体で、弥生時代中期初頭～弥生時代後期後半の集落は、

久富遺跡に繋がる集落であると考えられる。
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8. 貨科稀遺跡 （略号： HCF-4A・48) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字千布

調査主体者

佐賀市教育委U会

調査期間

平成8年II月～平成9年3月

躙査面積

4 A区 IIOni'、4B区 15m'

遺跡の概要

図36 東千布遺跡位霞図 (S= 1 /25,000) 

4A区・ 4B区ともに高畑部分に位霞し、面で削平されるため調査を実施した。

4 A区では弥生時代中期後半～中世前半の集落遺跡を検出した。弥生時代の遺構は中期前半の大きな溝 1条と

土績のほか、中期後半の土嫁、中世の遺構は大型不整形の土壌・溝等である。弥生時代の溝は北～南南東方向に

延びている。上蝙は1.9-2.3mあり、断面は播り鉢状もしくは下張り出しにやや丸みのあるV字形の掘込みの中

央に更に断面コ字状の細い溝を掘削している。吉野ヶ里遺跡の環壕のように大型でしっかりとした断面V字型の

溝ではないが環壕のような性格を持つような性格をもつと考えられる。埋土から弥生時代中期初頭～前半主体の

土器が多く出土している。中期後半の土凛は不整楕円形で二段掘り状をなしている。遺構の性格についてはよく

わからないが、埋土上層部から甕・壺・鉢などの土器がまとまって出土している。

中世の溝は一部分しか検出していないが、幅は1.2m以上ある大きな溝である。時期は出土遺物から13-14世

紀ころと推定される。また、このすぐ南に南北5.lm、東西3.5m以上の大きな土壌が検出された。埋土から中国

製の資磁皿・足鍋・瓦器碗•土師器坪•土師器,Jヽ皿等が出土している。 13-14世紀ころと推定する。

4 8区では、塚を検出した。塚は、周溝を掘削したのちその内側を地山面まで削って盛土している。塚の大き

さは盛り土南北4.44m、束西3.5m、地山面からの高さ約I.Om.周溝を含めた規模は南北5.6m、東西3.15mであ

る。盛土中から近世～明治中期の年代饂で考えられる陶磁器類の破片資料・種別不明の竹片 1点を検出した。従

って｀周溝を含めた塚の構築年代は近世後期～明治中期頃と推測する。なお、塚盛り土上には1.764個 (Iトン

蒻）の礫が盛られていたが、出土遺物からこれは近代の所産である。地元の方の話では、戦前、塚頂部に狂さ約

o:4m、幅0.3mの石碑状の石が存在したといい、礫はこの石碑状の石と関係があるのかもしれない．

遺跡の性格は、まず、 4A区検出の弥生時代中期前半の溝が注目される．似たような幅・深さのある大きな溝

は久冨遺跡2区と友貞遺跡14区⑥注中期前半）・友貞遺跡16区傍ヴ生中期後半）東千布遺跡3区（弥生中期後半）で

も検出されている。これらの溝は断片的な検出によるものであるが、友貞～束千布にまたがる丘陵を囲むような

配霞をとっており、環壕的な性格が考えられる。48区の塚は盛土により骨片を検出したが、盛土の状況から墓

である可能性は低い。地元では塚は畏敬の対象であり、 10月に催される浮立では「ナナテイジン（＝七天神＝菅

原道真を祀る石杭）』などと同様に、塚に対して楽が奏されていた。むしろ、宗教的な色彩が濃い遺構であると

考えられる。今後は民俗的見地からの考察も必要である。
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9. 糾蒔遺跡（略号 ：MTY) 

遺跡の所在地

佐賀市兵庫町大字瓦町字牟田寄

調査主体者

佐賀市教育委口会

調査期間

平成8年8月～平成9年3月

躙査面積

4凶Sm'

遺跡の概要

図37 牟田寄遺跡位図図 (S= 1 /25,000) 

牟田寄遺跡は、標麻3mほどの沖積低地に立地する。兵庫町の北部は近年、土地区両整理事業が実施され急激

に市街地化が進んでいるが、遺跡周辺は、隣接する巨勢町との境界にあって都市化がほとんど進んでおらず、田

園凪俣の広がる農村地帯である。農業基盤整紺事業に伴い、平成元年度から発掘潤在を進めている。

今回の潤査対象地はいずれも幹綿水路予定地で3箇所に分断されたため讚査区の名称を15・16・17区とした。

厄さ30cm程の耕作土直下には黄灰色粘質土～斉灰色粘質土の甚盤面を検出し、地形的にやや低くなる部分（表土

下30-50cm)については、基盤面直上に黒褐色の遺物包含層が堆積していた。追構埋土は、暗黄褐色～黒褐色を

基讃とし、基盤面の色潤と同色に近く、特に柱穴など検出困難なものも多く含まれていた．

讚査の結果、概ね弥生時代後期から古墳時代前期を中心とする熱落跡であることが明らかになった。

15区では、弥生時代後期から古墳時代前期の集落が主体を占め、掘立柱建物力棟 • 井戸66基・土濱17基 · 周滑

状遺構 1基・埋納遺構1基・柱穴などを確認した。掘立柱建物は 1間XI間もしくは2間XI間を基讚と し、そ

のほとんどの柱穴には沈下防止のために樹皮敷きと横木が設迂されていた。なお、 SB15160掘立柱建物の柱穴

埋土中からは、錢背面に赤色顔料を塗布した小型fli製鏡（内行花文鏡）が出土している。さらにSXl5005流路

では弥生時代後期後半から古墳時代前期の所産と考えられる砲弾型の土器が出土し、その用途等については類9列

を探している．

16区では、遺構密度が高く、弥生時代後期から江戸時代におよぶ遺構を確認した．なかでも、弥生時代後～終

末期の集落が主体を占め、多数の柱穴群と井戸•土演 ・ 埋納遺構を検出した。 この他SK15004土濱からは残存

状況はよくなかったが~ 古墳時代中期中頃の木製馬鞍が出土し、周辺で乗馬が行われていた可能性が高くなった。

17区では、弥生時代後期から室町時代におよぶ遺構群を検出した。なかでも弥生時代後期から古墳時代前期の

集沼が主体をなし、掘立柱建物18棟•井戸34基• 土濱四甚，溝 2 条、 埋納遺構 1 甚 ． 柱穴多数を検出した。 この

ほか、古代前期の井戸2甚 ・土濃 1基 ・埋納遺構 1基、古代後期の井戸2基・溝2条、中世前期の井戸8基、土

墳 1基、中世後期以降の堀3条を検出している．

このよう に牟田寄遺跡は、有明海北岸低地に所在する拠点的築落であり、丘陵地の集落で見られないような特

異な集落構造を呈し、当時の社会状況を知る上で非常に興味深い資料を提供した。
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10. 雀甘自遺跡 （略号： SRD-2・3) 

遺跡の所在地

佐賀市巨勢町大字修理田

讃査主体者

佐賀市教育委目会

調査期間

平成7年12月～平成8年 3月

調査面積

l,850rrf 

遺跡の概要

図38 修理田遺跡位霞図 (S= I /25,000) 

修理田遺跡は、佐費市南部の標高約3mの低平な沖積平野に立地する。周辺は、佐賀市北部の山麓に対して遺

跡数が少ない地域ではあるが．弥生時代後半以降に点的ではあるが遺跡数が増加していく 。特に本遺跡に隣接す

る牟田寄遺跡では弥生時代後期後半から古墳時代初頭の掘立柱建物と井戸からなる梨落及び奈良時代•平安峙代

の墨害土器、越州窯系背磁片、銅製の印立等の遺物が確認されており今回の躙査成果を考える上興味深い．

躙査は工事により削平が免れない水路部分1,850m'(2・3区）について実施した。

2区の調査では、弥生時代後期後半～古墳時代初頭の掘立柱建物 ・井戸・溝及び中世の井戸 ・溝と近世の溝を

検出した。 弥生時代～古t~時代の遺構は竪穴住居を伴わない掘立柱建物のみで構成される築落と考えられ、検出

状況が類似し讀査区の北で隣接している牟田寄遺跡で確認された集落の一部である可能性が高い。また、弥生時

代後期後半の溝からは、'"棄されたと考えられる大鼠の土器片と共伴して、中国鏡と思われる破鏡が出土してい

る。

3区の讃査では、弥生時代後期後半の掘立柱建物 • 井戸・ 溝と平安時代の掘立柱建物•井戸・土濱、中世の溝·

を検出した。弥生時代に属する遺構は北に広がる牟田寄遺跡から綬く 当該期の集落の南燐部に位置し、遺構密度

は比較的薄く、讚査区束半分は浅い谷地形であったであろうことが讀査区の土層観察の結果から推察される。平

安時代の遺構は、牟田寄遺跡で確認できなかった掘立柱建物を検出したほか、ほぼ同じ時期の井戸や土壌か ら墨

密土器が出土している。これらは、 土師器の杯・碗及び須恵器の坪蓋に「東」・「中山」と記されている。もの

が複数確認されるが、現段階ではこれらが何を対象として記されたのか不明である。ただ、牟田寄遺跡出土の土

器にも同様の文字を記した譴書土器や銅製の印章が出土しているほかウマ、ウシなどの獣骨が確認されており、

律令制下の「牧」の存在の可能性が想定されている。（前田： 1994 千住遺跡 ・牟田寄遺跡 佐賀市文化財讚査

報告轡第51集 佐賀市教育委貝会）ことも考慮 して、今後周辺の頷査例の増加により集落の様相が明らかになる

を待って、 再び本遺跡の性格について検討 してみたい。
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11. JII久保松原遺跡 （略号： K BM-4} 

遺跡の所在地

佐賀市久保泉町大字HI久保字宮分

調査主体者

佐賀県敦脊委貝会•佐賀市教行委目会（協力）

調査期間

平成9年3月38-平成9年3月128

躙査面積

300m' 

図39 HI久保松原遺跡位江図 (S= I /25,000) 

遺跡の概要（讚査区位沼図39)

川久保松原遺跡4区は、佐賀市の北部に位霞し、洪積台地周縁部の巨勢HIによって形成された標高約20mの河

岸段丘に立地する。調杜対象地区は、讚査前までは畑として利用されていた。周辺には、 巨勢川の西岸対岸に御

手洗遺跡が存在し、讀査対象地区と同じ台地上に関行丸古積や川久保遺跡等の多くの遺跡が存在する。川久保松

原遺跡においては、平成4年度に農業基盤整偏事菜に関して、佐賀市教育委貝会が4区の南や約200mにおいて、

1-3区の本躙査を実施しており (l}、弥生時代～中世を中心とした集落跡を確認している。

4 区における遺構検1.l1面までの深さは30-50c11程度を測り、基盤層は調査区の大半において黄褐色砂質土 • 砂

礫で調査区南東側では明褐色土となる。遺構埋土は黒色土・黒褐色土・褐色土・明褐色土を主体とする。讃査区

西側は、削平による落ち込みが認められ、部分的に近世期包含層 （黒色土・黒褐色土）が遺存している。落ち込

みは、人為的なものと河川による浸食作用によって形成された段位と考えられるものが存在する．

4区で検出した遺構は溝5条（図40・図41)、土濱5基（図42)、小穴約100甚である。（表4)。遺構は、出土

遺物が少なく 、小破片が大半を占めるため明瞭な時期的把担は困難なものが多いが、出土這物、遺構頂複関係、

遺構埋土 ・質等から、中世期 (13-14世紀？）の遺構と考えられる洞跡3条と小穴数基を除色遺構の大半が近

世期 (18-19世紀）に位誼づけられるものと推定される。小穴のなかには明瞭に柱痕跡を確認したものは存在し

ない。一部有機性を有する小穴もあり掘立柱建物に関係する柱穴の可能性があるものが存在するが、躙査範囲等

の制限により明確には捉えていない。

遺物は、コンテナ 1箱分の出土があり、中世・近世期の土師器皿・鍋・火体・瓦器火鈍、腿泉窯系青磁椀、染

付皿.*・椀・陶器椀．揺鉢等が出土しているが小破片が多い。近世期の出土遺物の中には、潤査区東側約700

mの熊本山周辺に存在する近世窯跡（皿山窯・尾形山窯跡）のものと考えられる陶器 （図43}があり、窯道具で

あるハマ（図43-10) の出土と併せて興味深い沢料である。 また、縄文時代・奈良時代•平安時代の明瞭な遺構

は検出していないが、 SK410土濱埋土から縄文時代の押型文土器片（図43-11)、SD401溝跡埋土から須恵器

甕片、 SD403溝跡埋土から黒色土器A類椀片、須恵器片 (8世紀代？）、包含層から須恵器応台1f(8世紀前半、

図43-12)が出土している。その他、 SD403溝跡埋土からサヌカイト剥片が.S D404溝跡埋土から黒曜石剥片

がまた、小破片でもあり断定はしがたいが、 SD403洞埋土・表土中から弥生土器片と考えられるもの数点と．

古墳時代の須恵器杯と考えられるもの数点が出土している。4区では押型文土器が出土しているが、縄文時代の

遺跡は当該遺跡周辺の山麓部一帯に多く分布しており、早期の遺跡としては金立1月柘辺跡 (2)等が知られてい

る。
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以上から、 4区は若干不明瞑な部分は存在するものの中世 ・近世期兆然の一部と考えられる。特徴的遺構は少

ないが、製査区束側で検出した南北に延長する北から南に向かう近世期のS0403溝跡は、詳細は1渭明であるが、

用水・排水的水路や集落区画等の機能が想定される。今後の周辺躙査には注意が必要である。また、出土遺物に

ついては、前述の近世窯跡産淘器の出土報告例は、現状では少ないが今後増加するものと考えられる。また．出

土遺物やこれまでの周辺渭査事例から、当遺跡周辺には縄文時代～中世の多時期に渡る遺跡の存在が予想される．

今回の潤査は、潤査区等の制限により遺跡の位肛づけに若干の不透明さは残すものの、未解明部分の多い近世期

集落等を考える上で只頂な資料である。

(I)佐買市孜行委U会 1994 「御手水遭跡・琵g原遺跡・川久保松原・川久保遺跡 I」佐買市文化財閲究報告内第SSJI!

(2) (左貨,Ii枚行委tl会 1984 「金立開拓遺跡J 佐賀臥文化財潤忙報告内第77集
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図40 JII久保松原遺跡4区遺構配買図 (S=I /200) 
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鯛査区南壁東側・S0403寛西土層

E 

21.00, r------"- .c.____ 

,s 

w 
" 

.,, 
" "' 

1騰褐色土 9明黒褐色土
2置褐色土（鴫褐色土小魏をよく含む）
31111褐色砂賃土

10瞳慧灰色粘賃土
11瞳鼠灰色粘胃土(10より晴）
12黒色土（はり鴫）

調査区北壁•S0403東西土層

15 

SD401・402・404南北土層
- 21.00 

4鴫褐色砂賃土（はり鱚）
5明黒色土
6黒色土
7累褐色土
8黒褐色土(7より譴）

S0401 ( 

N~ エ吝之豆茎云~ゑ
S0404 [ 

S0402 [ 

S0403東西土層A 1鶉褐色土
ー21.00 - 2瞳褐色土(1より譴）

1瞳褐色土
2累褐色土

13黒褐色土
14黒褐色土(13より明）
15譜褐砂賃土
16譴褐砂（小暮を含む）

(5・12=近世包含眉 ） 
13~16零中・近世包含眉

1明褐色土(M作土）
2暗褐色土（小彎をよく含む）
3黒褐色土（明褐色土小鷹をよく含む）
4累褐色土（根裏）
5明褐色土（硬賃）
6鴫褐色土(2より鴫小膿をやや含む）
7褐色土（小庸をやや含む）
8譴褐色土(6より讃小塵をやや含む）
9明黒褐色弱け賣士
10暗褐色土と讀貴褐色砂の混土
11累色土
12鸞褐色土（小彎を含む）
13累褐色届砂賃土
14明褐色砂纏
15隋褐色土

(11~15=中・近世包含層）

3騰褐色土(1より鴫）
4譴褐色土（砧1)118)
5明褐色函砂賃土
6明褐色砂賃土(5より譜）
7黒褐色土

S0407南北土層

E 3黒褐色砂賃土 ー21.00

筐 湛翡計i鼠褐色暉土小粒を斑状によく含む）5=.. 宰口= N

6明褐色紐砂（やや硬賃）
1瞳褐色土7黒褐色砂

8黒灰色砂貫土
2累褐色土（暗貴褐色士,1ヽ9妓罰状に含む）

S0403東西土層B
-21.10 - 1璽褐色土

E 2鼈褐色士（心層と同）

三昌言!fi暑言；含む）。

w 

8鵬褐色土(Sより明・6より明）
9明褐色け
10鴫褐色砂賃土

図41 調査区壁面 ・溝跡土層実測図S0401-404・407 ($= I /40) 
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図42 川久保松原遺跡4区土攘実測図 (S=I /40) 

表4 川久保松原遺跡4区主要遺構一覧表

溝跡一覧表 ※［］内は残存f直

遺構番号 紺X深さ m 時期 出 土 遺 物 編 考

S D401 1.12X0.18 中世 土師器皿・鍋・須恵器甕 西債削平,S 0402・404より新．

S 0402 l.27X0.16 中世 土師器皿 西測削平.S 0401より18。

土師匹皿、鉢、瓦笞火鉢、饒泉系汀磁椀、 南・北側潤査区外延長．
S D403 1.66X0.69 近世 染9寸椀・坪、陶器椀．襦伴、瓦．須恵四杯・ S D408・S D413より新．

甕、黒色A椀（奈良～平安）．サヌカイト母）片

S D404 (0.89) X0.24 中世 土師器皿 ・黒曜石剥片 西側削平.S 0401より1B.

S 0407 0.65X0.08 近世？ なし

土壌一覧表 ※［］内は残存fd'i.

遺構番号 平面形 長1至X短径X深さ m 閃期 出土遺物 偏 考

S K405 不整惰円形 1.09X0.72X0.52 近世？ な し

S K406 不整惰円形 l.02X0.78X0.45 近世？ な し

S K408 楕円形？ [I.I] X (0.6] X0.34 近世？ 土師器 S 0403より旧．

S K410 長方形？ l.02X [0.68] XO.ll 近世？ 土綱師文若土姦． 東側瀾査区外延長．

S K413 不整惰円形 0.92X0.87X0.35 近世？ な し S D403より旧．

（註） 遺構番号は百の位に潤査区番号の「4」を冠し、その後に 2桁の一遵番号を付けた。
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図43 川久保松5;i遺跡4区出土遺物実測図 (S=I /4) 

表 5 JII久保松原遺跡4区這物観察表

遺物
出土遺構 岱 種

法 黛 ca 
葦 整 ($, 

番号 口径 底径 器高

I S D403 
陶器

(10.0) [2.5] 
内外面施釉．浅貨色釉．

坪 胎土灰白色。上部1/3残．

2 S D403 
磁器

(10.0) [4.9] 
紺U文染9寸。内外面施釉。

椀 白色釉。胎土灰白色．上部1/4残．

3 S D403 
陶器

(17.7) (4.7) 
内而ハケ目文。内外而施釉．

椀 暗黄色釉．胎土灰黄色。上闇一郎残．

4 S D403 
磁器

(3.3) 
平花文染付。内外面施釉．

椀 白色釉。胎土白色．上部一部残．

5 S 04仄｝
磁器

脚部3.8 [3.9) 
内外面施釉．白色釉。胎土臼包

仏飯器 位付・外底部露胎．坪部上部欠損．

6 S D403 
磁器

(5.2) [1.9] 
能泉窯系甘磁。内外而施釉．オリープ黄色釉。

椀 胎土灰白色外底部一邪露胎。底fllll/2残。

7 S D403 
磁器

(5.5) 
灰褐色．内面縦位襦日．

后鉢 体部一部残．

8 S D403 
陶器

[5.2) 
灰褐色。内面縦・横位襦U。砂粒を含む。

揺絆 体部一部残．

， S 0403 
肉器 内外面施釉。

土瓶 黒褐色釉．細砂粒をやや含む。外耳郊一部残。

10 S D403 
土製品 復元径 7.0 暗赤褐色。細砂粒をよく含む。
I、マ 森 1.2 1/4残，

11 S K410 縄文土器 [7.1] 
外面楕fll押型文。内面ナデ。暗橙色．

細砂粒を含む。体部一部残．

12 
南鼓土陥 須恵器

(9.7) (1.6) 
内面ナデ・ヨコナデ。外面ヨコナデ，

13層 坪 橙色. ~部1/6残．

※（ ）内は復元凪[ l内は残存籠。
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12. 茜あ愉茜遺路（略号： NS N) 

遺跡の所在地

多久市多久町西の原

讃在主体者

多久市教行委H会

潤査期間

平成8年4月25日～平成9年3月31日

閤査面積

5,500m' 

図44 西のb;i西遺跡位誼図 (S= I /25,000} 

遺跡の概要

多久市多久町西の原地区は、市南部、鬼の鼻山系北麓の稜間から北へ伸びる丘陵に位冠し、同地区は西部から

西多久町方面にまで広がる水田地帯となっている。その中を流れる同山系を源流とする古野川は、多久町岡地区

を流れる用水路と合流し東流する牛津川へと流れ込んでいる。西の原西遺跡はちょうど古野川と用水路が合流す

る近くの水田、標高31m~36mを測る地点に所在している。

遺跡の周辺は、東に多久町を中心とする鬼の鼻山北麓一帯に広がる多久石器遺跡群と茶園原遺跡・ 三年山遺跡

といったサヌカイト製石器工房跡が点在しており、また、濁査区西側の農道を挟んで向かいの水田には、平成7

年度の調査で縄文晩期の遺物が多はに出土した岡遺跡が接している。丘陵の環境は緩やかな傾斜が続く遺跡の立

地に適した地形だが｀過去の圃場整偏の削平でほとんど失われており、確認讃査の結果、開発総面積40.Shaに対

して約8,000m'で遺構および遺物を検出し、工事計画の変更ができず削平を受ける部分5,500m'についてI・ll・

皿区と呼称し発掘謂究を実施した。

本遺跡の内容はI区で中世の柱穴と小穴、消状遺構など生活跡を検出した。

柱穴は一部連なっており掘立柱建物が存在したと思われるが全体像は確認できなかった。

遺物は遺構に伴う出土は少なく、表採により椀・甕・樅体 ・注口土器等や打製石斧・石鏃・石錘が多足に含ま

れていた。遺物包含層の下には砂を含む弱粘性の土がlり．く堆積しており、ここがかつて河川だったろうことが窺

える。当時の支流か、また、古野川本流が流れを変えた際の凹みを利用した廃棄層と考えられる。遺物は磨滅も

なく、接合する同一個体の散らばりもまとまりがあり、 J伐棄後から移動は少なかったものと予想されるが、若千

の遺物の集中は認められるものの廃棄の単位を判別することはできなかった。

他に流路跡の束作から土壊慕と思われる遺構を l基検出した。及径120cm、短径80cm、深さ29c111を韻り、遺構

内より石材は不明だが白色の脆い材質の玉2点と土器の小片が出土した。

また、土濱及び小穴が流路内に数基と躙査区北側に多数見られたがこちらも遺物も僅かで保存状態の良好なも

のはなく性格は不明である。

西の原西遺跡は、現在、多久市内で 1例のみ発見されている長尾蔵宮遺跡の税棄層に近い遺物包含層を検出し

たことで、若干時期やヽT地環境に差があるものの比較検討の費頂な材料を得られたことが最大の成果である。
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13. ii釦t遺跡（略号 ：BB N) 

遺跡の所在地

杵島郡江北町大字上小田字馬場北

調査主体者

江北町教育委貝会

調鉦期間

平成8年5月JO日～平成8年11月188

讚査面積

5,585rr{ 

遺跡の慨要

図45 馬場北遺跡位誼図 (S= I /25.000) 

遺跡は、聖岳から南東に派生した支脈が標店を減じ丘陵地形となって沖積地となって移行する地形の変換点に

位江している。丘陵と丘陵の間には祇園川が流れ、そのIllを隔てて焼石遺跡と接地している。

遺跡は弥生時代と中世から近世にかけての集落跡で、特に、弥生中期中頃から後半にかけての遺構を多く検出

した。

弥生時代の遺構は甕棺募4基、土濱 1基・溝跡3条、小穴多数を検出した。甕棺墓はいずれも小児棺で合口棺

3基、石蓋単棺 1基を確認した。このうち合口棺 l苓は、牛津町以西でみられる特徴的な甕であった。

遺物は、弥生時代中期中頃のものが大半を占め中期末から後期初頭のものもみられた。この時期の遺物として

は甕 ． 壺・高坪・器台• 土錘．砥石などが出土した。また、数点であるが成人甕棺の口縁部破片を表面採集した。

中世の遺構は、掘立柱建物跡2棟、土濱10甚、消跡9条、小穴等を検出した。このほか、近世の埋甕2基と時

期不明の井戸跡 1甚を検出した。

これらの遺構からは、土師器大Jill.小皿・坪、須恵器、唐津焼陶器、福鉢、瓦器椀、 白磁、龍泉窯行磁などが

出土した。

馬場北遺跡は平成7・8年度讚査の焼石遺跡と祇園川を隔てて隣接しており、遺跡の時期もほぼ同時期である

ことから両遺跡は同時期に一つの遺跡として営まれていたと考えられる。

また、天正3年に龍造寺氏支配下の馬場鑑周がこの地から約600mの東の乙宮山に山城を築いている。中世の

遺構・遺物は16世紀後半から17世紀初頭ものが大半を占める ことから 、この地は馬場氏の城下町の可能性を示し

ているといえよう。
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14. 贔岩遺路 （略号： YK S) 

遺跡の所在地

杵島郡江北町大字上小田字小路

調査主体者

江北町教脊委貝会

調査期間

平成9年 4月15日～平成9年 5月25日

潤査面積

2,007rrf 

遺跡の概要

図48 焼石遺跡位買図 (S= I /25,000) 

遺跡は江北町の西北部、聖岳か ら南東に派生した支脈が襟応を減じ丘陵地形となって沖積地となって移行する

地形の変換点に位誼している。丘陵と斤．陵のIIIJには小規模な河川が流れており、谷を土砂で埋めた扇状地を形成

している。

遺跡は弥生時代と中世から近世にかけての集落跡で、中世から近世にかけての遺構が主体を占めている。

弥生時代の遺構は、小児棺経 1甚、土濱 l甚、小穴多数を検出した。小児甕棺拉棺は合口で牛津町以西でみら

れる特徴的な甕であった。遺物は弥生中期中頃から中期後半にかけての甕、壺、石坪、器台、石包T等が出土し

た。

中世から近世にかけての遺構は、掘立柱建物跡6棟、溝跡］条、土濱6基、小穴多数を検出した。特に6区で

は遺構密度や遺物益が多かった。6区では掘立柱建物跡が5棟確認され複雑に切り合っているが、出：I: 遺物から

ほぼ同時期と考えられ、拡張や建て替えを示すものと推測できる．

出土遺物は、在地産陶磁器以外の出土も目立ち、禁徳鎖系の染付皿、能泉窯斉磁、李氏朝9臼王朝と思われる白

磁椀、福建省系の染f寸011、瀬戸美濃系の陶器等がIll土した。

焼石遺跡は、馬場北遺跡と祇園川を隔てた北側にあり出土遺物からほぼ同時期と推測されることから、同時

期に営まれた一つの染落であると考えられる。また、同時期の天正3年に能造寺氏配下の馬場肥前守鑑周が南東

約800mの乙宮山に山城を築いていることから、同時期に営まれた馬場氏の城下町の様相を示していると考えら

れる。
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6区全依（西から）

2 7区全菜（上から）

3 6区 SJ 611甕棺出土状況

図版16 焼石追跡
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15. 山中遺跡 （略号： YMA) 

遺跡の所在地

杵島郡江北町大字上小田字山中

調査主体者

江北町教育委只会

調査期間

平成8年11月19日～平成8年11月25日

讚査面積

460m' 

遺跡の概要

図51 山中遺跡位誼図 {S=I /25,000) 

遺跡は、江北町の西北部、聖岳から南東に派生した支脈が標高を減じ丘陵地形となって沖積地となって移行す

る地形の変換点に位江し、 16世紀後半から17世紀初頭の城郭が残る乙宮山の北麓に位収する。

遺跡は、中世から近世にかけての遺構を主体とする集落跡である。

遺構は、掘立柱建物跡6棟、土濱4基、溝跡1基、小穴多数を検出した。掘立柱建物跡6棟は複雑に切り合っ

ているが、出土遺物によって16世紀後半から 17世紀初頭のほぼ同時期のものと考えられ拡張・または建て替えを

示すものと考えられる。なお、この掘立柱建物跡には多数の柱が残存していた。

溝跡は、調査区の東西に走り潤査区外へと伸びる。この溝跡を中心として調査区北側と南側では、遺構のほと

んどが、南鳴で集中して検出した。このことから、この溝が区画溝的な性格を示すものと推測される。

出土遺物は、土師器皿、唐津焼隕器、瓦器、羽釜、白磁、冑磁、朝鮮王朝陶器などが出土した。

山中遺跡背後にあたる乙宮山には、山城跡が確認されている。この山城跡は、もともと単純な構造であったも

のを後になって大幅に改修したものであって、時期は天正後半から慶長のころと推測する．

なお、この地には元屯元年に龍造寺信周が配霞されており、その後天正3年三根郡中野城主の馬場肥前守鑑周

が入部している。

天正後半から慶長頃に行われた大規模な普胡や先進的な技術の導入を伴う改修は、ほぼ同時期に著しい展開を

示す城下の集落と併せて馬場氏によりものとするのが自然である。即ち、山中遺跡は、乙宮山城下の中枢部であ

る馬場氏の館の候補地として有力であるといえよう。
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1 山中遺跡 1区遠依（束から）

~ 

2 山中遺粉1区全依（上から）

図版17
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16. /¥ti揖第n遺跡（略号： HMO 0) 

迅跡の所在地

唐津市佐志字八幡

潤在主体者

唐津市枚脊目会

躙査期間

平成8年6月20日～平成8年9月26B

調査面積

1,200面

退跡の概要

図54 八幡溜第n遺跡位誼図 (S= I /25,000) 

八幡溜第U坦跡は、唐津市西部、佐志地区の西側に広がる玄武岩の風化土壌で形成された標麻120~200mの準

平Ii;!状台地（通称上場台地）の東側の縁辺部に立地する。遺跡の北側には、玄海濯が広がる。周辺には、八幅溜

第皿遺跡、黒龍遺跡、園田遺跡、松尾道跡、松尾0-1¥1遺跡、笹ノ尾道跡、草履作遠跡、枝去木山中遺跡等、旧

石器時代から弥生時代にかけての遺跡が多く所在している。また．佐志地区の乎野部に至ると純文時代中期の遺

物が出土した徳蔵谷遺跡、中世の遺構が検出された佐志中通遺跡が見られる．

潤究は、辺路拡幅工事に伴い咋年に絞き行われているもので、平成 7年度の関査区をA地区として、丙へ頸に

B地区、 C地区として潤査を行った．

八幡溜第0遺跡は、平成6年度の確認瀾査では三稜尖頭器や石鏃等、 1圧6器時代から縄文時代にかけての遺物

が出土している。

B地区は、確認讃査時に安1」I岩製の三稜尖頭器が出土した地区で、主に18石器時代の道物包含庖の広がりが確

認されていたところである。B地区 (960m')は閾査区を凍西に分けて西側から瀾査を実施した。潤立区の西側

と中央の一部はミカン園迫成時に削平を受けたところが多く、遺物包含料は良好な状態では残っていなかった。

その中で遺物包含庖の遺存状態の良い中央部西側の一部、北恨!.東側を中心に瀾在した。しかし、ミカン穴の掘

り込みによる撹乱が随所に見られ、土壊や柱穴などの追構は検出されなかった。確認潤査で三稜尖頭器が出土し

た地点周辺は~)片等の石器が比較的多く出土し、ナイフ形石器や台形石器の出土地点周辺も同様の状況が兄られ、

石器が北中することが窺えた。石鏃等は造成による層から出土したものが多かった。

C地区 (240rri')は確認閤査で遺物包含附の遇存状態が良好な部分について閑査を行った。確認讃査時に、縄

文晩期頃の土器が出土していた部分は、,)ヽ面積ながら遺物包含陪を拙り下げた結果、縄文時代晩期の土器の口縁

祁等が数点出土したその他にも黒曜石の剥片等の石器が出土した。C地区は八幡溜に向かい、なだらかな丘陵地

であるが潤査地の幅が狭く細長いこと、既存の逍路によって丘陵は切られており、追跡の広がりを十分確認する

ことはできなかった。

讃査の結果、潤査区の北側に広がる八幡溜に接するように、 B地区は旧石器時代のナイフ形石器文化を中心と

したと考えられる遺跡の広がりが兄られる• C地区は縄文時代を中心とする這跡が既存逍路を挟んで存化するこ

とが想像される。八幡溜周辺は旧石器時代から縄文時代にかけての直咬な遺跡が報告されており、平成7年度に

続く今回の潤在は、迅跡群の実態を知る手がかりとなるものである。
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図脱18 八幡溜第D辺跡

l 潤脊状況
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17. 矢涌遺跡（略号： OOT) 

遺跡の所在地

東松浦郡肥前町大字納所字太田

調査主体者

肥前町枚脊委目会

躙査期間

平成8年7月～平成8年10月

讀査面積

740ni' 

図55 太田遺跡位霞図 (S= I /25,000) 

遺跡の概要

太田遺跡は肥前町の北浮、楳高100mの丘棟の先沿部に位四し、水田として利用されている。遭跡の南側には

湧水の豊富な低湿地帯に水田が広がり、北側には海からの風を遮るように丘陵地が広がり、周辺には納所小西遺

跡群•長田涸周辺遺跡群などの旧石器時代～縄文時代土の遺跡が多数存在している。

讚査は、南北、東西を主軸に 2X2mのグリッドを設定し、すぺて手掘りで行い、出土遺物はグリ ッド毎に出

土地点、絶対高を記録して取り上げた。

旧石器時代の出土遺物はナイフ形石器・彫器が中心である。ナイフ形石器は縦虻剥片を利用し、 二側縁にプラ

ンティングがなされているものが大半を占めている。また、素材剥片の一側緑にプランティングがなされている

ものや二頂縁加工の切出形石器も大半を占めている。彫器は素材長軸と平行に彫刻刀面を作り出したもので、彫

刻刀面を形成するための打面にはプランティング状の讀整加工がなされているものがほとんどである。他に台形

石器・削器・細石刃が少費出土している．縄文時代の出土遺物は尖頭器・石匙 (I点） ．磨石 (I点）がある。

尖頭器は安山岩製でやや縦長のものとやや横広の小型のものがあり、いずれも両面加工である。焦曜石製の尖頭

器については欠損品がほとんどで、破片の集中部に出土している。

今回の調査によって、以上のように旧石器遺時代から縄文時代の遺物を確認することができた。上場台地では

層位的条件に恵まれていないが、平面分布からは石材別・時代別をある程度区別する ことのできるプロ ックも検

出されており、この時代の生活のあり方を復元していく上で費重な資料を得ることができた。
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図56 太田遺跡l:ll土遺物実測図 (S=l/2)
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18. 砿祐遺跡遺跡 （略号 ：SI 0) 

遺跡の所在地

束松浦郡鎮西町大字塩鶴字村田

潤査主体者

鎮西町敦育委員会

潤査期間

平成8年 9月～平成9年 3月

潤究面積

4,000m' 

図57 塩鶴遺跡位誼図 (S= I /25,000) 

遺跡の慨咬

塩薗遺跡は開析谷が流れ込む低湿地に位誼する。閾査対象地は水田となっており、 15cm前後の耕作土を除去す

ると多旦の弥生土器・中世の土器などを含む遺物包含層が認められた．遺構J:面は削平されていたため遺構面は

不明煎であったが、弥生時代後期の甕棺墓 8 甚•石棺墓 2基 ・ 集石遺構 1 基および中世の建物跡などを確認した。

甕棺墓はいずれも撹乱を受け、上面の破損が苔しかったが、このうちの 1甚から甕柁内部で行玉と勾玉を検出

し、当時の副葬品と考えられる。

中世の遺構では掘立柱建物跡が数棟認められるほか、 1t-戸・洞を検出した。特に井戸は深さが20cm-30cn程度

であったが多数の木製品を含んでいた。

閥査区内で出土した土器片などの遺物はコンテナ箱にして50箱を数える。遺物には、多低の弥生土器のほか貿

易淘磁器も出土しており弥生時代と中世の時期の複合遺跡であることを十分推定させる。
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図58 塩鶴遺跡甕棺実測図 図59 甕棺実禎1）図
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図版20 塩鶴遺跡
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19. 涵鉛は遺跡 （略号： YMR) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字薬師丸字薬師森

躙査主体者

佐賀県教行委目会

調査期間

平成8年12月16日～平成9年 2月24日

躙査面積

200m盲

図60 薬師森遺跡位訂図 (S= I /25,000) 

遺跡の概要

薬峰森遺跡は、 巨勢川の東、標高4.0~4.3mの水田部に位誼し、南側には焼原川が流れている。周辺の遺跡と

しては、弥生時代を中心として北に村徳永遺跡・ 上九郎遺跡・ 石土井遺跡 ・薬師丸五本遺跡、東に友貞遺跡・東

名遺跡などが存在する。これらの遺跡のほとんどが現在の集落とほぼ重なって存在している。これまでは水田部

の高畑部分において遺構の存在は確認されていたが、現況の水田面以下では遺構は確認されていなかった．しか

し、平成2年度の佐賀市教有委貝会による巨勢HI講整池事業に伴う確認讀査の結果、巨勢川西岸の低地部で縄文

時代早期の東名遺跡が発見され、平成5~7年度に本讀査が行われている。

調査は削平を受ける水路部分の200m'Iこついて実施した。調査の結果、溝 1条および遺物包含層を確認した。

溝は北西から南束方向に伸びており、北側はクリークによって寸断されているがさらに伸びるものと考えられる。

南側について調査区の拡張を行い、 溝の延長を追いかけたがこれも今回の調査対象区外に伸びている。溝は、浅

い部分で約20cl11、深い部分では60c■程度が残存している。

出土遺物は、縄文時代晩期末～弥生時代初頭と考え られる土器・石器が遺物包含層から出土している。これら

の遺物は、 溝の中からも出土しており、溝が埋まった時期は、同じく縄文時代晩期末～弥生時代初頭にかけての

時期であると考えられる。
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20. 戊遺跡 （略号： MTU) 

遺跡の所在地

小城郡三B月町大字長神田字戊

調査主体者

三8月町枚有委R会

讃査期間

平成8年7月～平成8年12月

讚査面積

2,500rrl 

遺跡の概要

佐賀平野の北西部、祇園川西岸に位誼する。

図62 戊遺跡位江図 (S= 1 /25,000) 

今回発掘潤査の対象となった地区は、三日月町の中央部標応約9mの水田地帯にあり、弥生時代～中世の遺跡

として周知されている戊遺跡の範囲内に含まれる。

平成6年度には対象地南側で発掘調査を実施し、弥生時代と中世を中心とする集落跡が確認されている。

潤査は、導水管埋設のため掘削される東西に延びる追路時期250rrfを対象に行い、古代と中世の溝のほか,Jヽ穴

を検出した．

溝は4条あり、いずれも南北方向の溝である。このうち 1条は古代の溝であるが、中世の消に切られているた

め、規模は不明である。この溝から土師器の甕などの土器が出土している。

あとの3条は中世の溝でいずれも南北方向に走っている。最も大きな溝で幅2.6m、深さ0.7mある．中世の溝

からは土師器皿•土鍋などの土器、輸入陶磁器のほか石鍋が出土している。

小穴は、柱穴と考えられるが、対象地内で建物を復元することはできなかった。

今回の調査は、調査面積が狭小で、遺跡の性格を決定させるまでには至らないが、中世の溝は幅広く、また遺

物も数多く出土していることから、中世の集落もしくは屈敷跡を区画する溝である可能性が高い。

今後、周辺の調在状況等を踏まえ、対象地一帯の性格を明らかにする必要がある。
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V. まとめ

平成8年度の農林業基盤整偏事業等に係る文化財確認讃査を佐賀東部地区の鳥栖市、佐費西部地区の佐賀市を

はじめ県内6市4町20地区で実施し、筑後川下流用水事菜に係る確認調査を佐賀市の 1地区で実施した。

また、平成7年度の確認躙査結果の協議に墓づき実施した発掘讀査（本躙査）は、中原町・上妹町・佐賀市・

多久市・ 三日月町・江北町・唐津市・肥前町・鎖西町の18遺跡と筑後川下流用水事業地区内2遺跡の計20遺跡で

ある。

以下｀平成8年度の確認潤査について、まとめてみたい。

佐賀東部地区では、凡栖市轟木 ・幸津地区で試掘讃査を行なったが、未周知地区と言うこともあり、今回は遺

構は確認されなかった．しかしながら、当該地区には、近世初頭に成な兵庫茂安が築いた幸津の霞堤が残存して

いる。これは、今回の調査対象地からは離れているが佐賀藩最初の溜池といわれる 「五反三歩溜池」とともに、

近世初頭の土木工事事業を伝えるもので會大和町・佐賀市に所在する 「石井樋」や多久市の 「横堤」、牛津町の

「芦刈水辺」などともに成富兵庫茂安の佐賀平野における治水の考え方を示す遺構として負重なものの一つであ

る。今後、河川改修事業と圃場整備事業の進展のなかで、遺跡の保護と開発計画との讀整が必要になってくると

思われる。また、佐賀東部地区では、面的な圃場整偏がほぼ終了し、林辺を中心とする線的な開発計画が多く、

これに伴い現地踏査などを行ない開発との躙整を行なった。

佐賀西部地区では、佐賀市鍋島地区、金立東部地区．兵庫北部地区、久保泉西部地区、多久市八ツ溝地区、 三

日月町佐賀西部導水地区で遺跡の存在が確認された。

讚査の結果、鍋島地区は、対象地22.6haに対し、井戸 ・溝跡などを検出し、中世の集落跡と考えられる8,000m'

の遺跡の広がりを確認した。 金立東部地区は、大部分では、遺構密度が極めて低くかったが、低平な標高3-

4mの水田部（佐賀導水事業予定地区）で、縄文時代晩期～弥生時代初頭の遺物包含層を確認した。今後、従来

遺構が確認されていない低平地にも試掘・確認調査をより密に行なう必要がある。兵庫北部地区では、対象地

20.Shaに対し4,430rlの遺跡を確認した。

久保泉西部地区は、農業基盤整備編入地区の対象地0.76haのほぼ全域で中世～近世の集落跡を確認した。掘削

を受ける20(),.,{では本閾査が行なわれ、特に、この地区の近世集落の様相を示す資料がj'Jられた。

多久市八ツ溝地区は、新規事業の対象地40.6haに対し、 80,SOOm'の遺跡を確認した。関査対象地区の中央部か

らやや標高が高い北側に小穴・溝跡などの遺構が確認された力＼躙査区全域に縄文時代のサヌカイトの剥片が認

められ、縄文時代の遺構の存在を予察させるが大部分は遺構密度が低いと考えられる。

三日月町佐賀西部導水地区は、対象地20.lhaに対し 3箇所計1,550m'の遺跡を確認した。工事予定地の隣接で行

なった試掘調査では、祇園Ill右岸の氾濫原で比較的遺構密度が低いと推定した箇所より弥生時代前期末の溝跡、

中世の溝跡を確認し、現水田面より約 Im下に遺構面があることを確認し、赤司遺跡の拡大を行なった。また、

立物遺跡、赤司東遺跡として新規に佐賀県遺跡地図に登録し周知を図った。

佐賀西部地区は、農業基盤整偏事業が後発であったこともあり、近年開発事業が集中している。特に佐賀市の

場合、現在の集落近くでの開発計西が多く、遺構密度の高い遺跡が槃中して確認されており、農林担当部局との

讀整は時間を要した。設計変更や事業計画箇所の繰り廷べなど農林担当部局内での讚整、佐賀市教育委只会によ

る最大限以上の本讀査対応など関係各機関および調査担当者には改めて感謝したい。
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佐賀南部地区では、武雄市、鹿島市 江北町の3地区で確認調査を行なった。武雄市杵島山線では、広域基幹

林道杵島山線開設事業に伴い現地踏査を行なった結果、縄文時代の岩陰遺跡の存在が想定されたため、その性格

を知るため、また、国史跡おつぼ山神籠石から近い位置に立地するので神籠石の石材調達関連遺構の有無につい

ても確認するため、巨石近辺の試掘調査を行なった。その結果、当初の予想に反して、平安時代末期の遺物が確

認され、巨石信仰関連の遺跡と推定されている。発見された遺跡については、今回は農林祖当部局の協力で、計

画路線の設計変更により遺跡の保存が図られることとなったが、平安時代末期の信仰を考えるうえで新たな資料

を提供した。また、江北町江北地区では、県営中山間総合整偏事業の農道計画にともない確認調査を行ない、農

滋5号で縄文時代の遺物包含層 lOOrr/が確認され、黒曜石剥片・縄文時代晩期の土器が出土している。周辺の西

百合遺跡などの潤査成果と併せて、今後計画される農辺工事など小規模開発事業についても、周辺には良好な遺

物包含層が残っていると推定されるため留意する必要がある。

佐賀北部地区では、伊万里市のふるさと農道緊急整絹事業渚線と国営伊万里地区総合農地開発事業幹線辺路本

瀬戸地区で遺跡の存在が確認されている。渚線では、巖岳遺跡群の鈴桶遺跡に近接する蜜柑園造成盛土中から多

量の黒曜石の剥片•石器を確認し、農逍工事着手前に遺物の採集を行なった。 また、 国営幹線辺路本瀬戸地区で

は、道路予定地から縄文時代の遺物包含層を確認したので、樽浦遺跡として佐賀県遺跡地図に記戟・登録し周知

を図った。

佐賀北部地区では、急達、地元との調整により国営事業が平成8年度を以て、事業を縮小し終了することにな

った。国営伊万里地区総合農地開発事業に伴う確認躙査は平成8年度が最終年度となり、今回の讚査対象地区は、

平成8年度の繰越し事栗として平成9年に本調査を実施し終了する．

佐賀上場地区は、唐津市の上場11期地区 （竹木場地区・枝去木地区）、肥前町の上場m期地区（納所支線第2

号地区）で遺跡が確認された。

竹木場地区は、躙査対象地3.0haに対して遺構は確認されなかったが、造成土および流れ込みによる堆積土か

ら黒曜石および安山岩償などの石鏃片・剥片が出土している。周辺に遺跡の存在が予察される。

枝去木地区は、調査対象延長1,100mに対して1,250nl書の遺跡を確認している。旧石器時代から縄文時代の良好

な遺物包含層が確認されており、周辺の原遺跡・枝去木山中遺跡 ・馬部甚蔵山遺跡との比較を行なう上で良好な

資料を提供し、今後上場台地における旧石器時代～縄文時代の様相を解明する資料の一つとなった。

納所支線第2号地区は、瀾査対象地3.0haに対して、標裔90m前後の尾根上でl,250rr/の範囲に縄文時代の遺物

包含層を確認した。遺物包含層の上半分はやや削平されているが、狭い調査区にも拘らず、彫器・石鏃・砕片な

どが出土あるいは表面採集されており、納所笛山遺跡として新たに佐賀県遺跡地図に登録した。

平成 9年度の農林業碁盤整備事業等に係る文化財確認躙査および調査結果に基づく協議に際しては、多くの

方々に手を煩わし、 また、ご迷惑をおかけしている。しかし、 農林担当部局、土地改良区、市町村教育委貝会、

地元関係者ほかの協力によりほぼ順躙に文化財の保護と開発との調整を行なうことができた。ここで改めて関係

者各位に感謝をいたしたい。
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VI資料

平成9年度農業甚盤整備事業に係る文化財調査一覧表
1資料 ， 1 

1996.12.18 

市町H名 地区名 事 婁 名 工事量 主幹諫 錆認遺跡面積 潤直ilii積 遺闊名

佐 賣市 鱗“ Ml'! 祖い手育成基聾鯰鯛 22.6ha ■ll望鯛課 耀認翼忙済 (39,760nl) （ nl) am遺跡

金立直饗 1.11!! 氾い手育成基盤望蝙 40.Sha 農H整●課 罐認綱在済 （ On/) Om *11'知

兵庫北畢 累g氾い手育成基盤望偏 20.Sha 費H整●課 籍認鯛査済 (..心Of!/) （ ml I*'属知

久保泉il!i慕 釈g國湯望鑽 0.76ha 羹村望●諫 罐認瓢査済 (7.600rd) （ rd) 川久保松似遺路

兵庫洒笠 鳳＂員旭遭元賣澱利 Ill お.Oba !lit望鑽課 纏認翼・II'済 (1.000nl) （ ）ヽ 東漏遺跡

幹鍼*I'll撼永線 筑後/II下洟農集，:t~1•烹 6.0ha 五副lllll木Uilt竃認真忙済 （ On/) Om 上九繹遺糾ほか

ili!R縁斬郷工区 筑後,,下滋農集水利事集 O.lha 員I眉f翼'*'円屠 未罐匹査 （ oil 未1.11111

市の江川副幹糠 佐買ヽ H詈晨地防災事稟 1,000 m tl4't亀的月9員尻 罐認調査不饗 Om 小婦知

域洒梼水詑 佐n中繹農地防災事菓 0.46ha lKvm!lm頃 傭認舅董不賽 0111 未潟知

鱗島幹縁m水轄 佐買巾學晨地防災事菓 sso .. HI瀑UI¥UU纏認讚代済 { ml （ ）ヽ a田遺跡

窮淳 ill 竹木場（上場D剛） 駁代畑連書総合土地改n事稟 3.0ha IIH聾鑽課 饉認真衣済 ( Ou/) Otd 竹木場向／ば遺跡

枝去＊（上湯D剛） 駄営畑地書総合土It!!改良事稟 1,100" 農村雙鑽課 罐認贋在済 (1.250n/) （ ml 枝去＊分校人口遺跡

鳥 洒市 鼻木・ 宰淳 累営1!1い平育成基盤覧蝙 21.4ha 塁村整鑽震 纏瀾査済 ( On/) 0'1 ”堤

/LT・ 闇山横断 広域基幹け這 2,900 m 杵政繹 鑢認鯛査済 （ IOOnl) （ ri) ワカヤマ II-リテ・

多久市 ／＼ツ潰 118旧い手育成基饂.11■ 40.6加 農H誓●課 纏認躙汗済 (80.SOOnl) （ ヽ） }¥ツ渭遺跡

山頭 ＂過林這 150m 林政課 躇認麟査不雙 Ori 未闊員I

鱒l石 鵡I川中道 80m 林政讚 糟認裏査不饗 Oe( 未閾知

多久原 水漏尾域緊急整● O.lha 喜林整備課 帽認翼査不甕 oヽ 未周紅i

伊万見市 情 ふるさと●這緊a蟄蝙 300., 農II贄鋼課 罐認讚行済 （ 0ヽ） Offl 襲岳遭轄群

滝野纏 姓週枯這 500" 林政ill 現 nflf済．雙設計変更 Om 今岳駁鴻勝・Oili鴫石塁

大川眉山 糟l!II杓選 200m 林政課 未匹霞査 （ n/) 未鳩知

-J<Jt岳 生沿環境伐全 10.lha g林整傭1111 未罐認躙董 （ nl) 大野岳遺謁

111ft 俣安林管唇這整● 2ll0m tlM: 整鑽属 鍾翼査不賢 On/ ＊周知

木 I讀 鳥・Ul即憾 国官総合●地欝兒 13.0ha ＂万 !1!1111拓 鐘認躙頁済（ 0ヽ） 0111 *'.II知

兄上幹糠道躇 1!18総合農地1111発 460~ ＂万墨闘拓 鐘認鯛頁済 （ 0111) On/ 公園知

平山幹繍道路 1!18総合農地開発 300,, ＂万屋関拓 纏認属筆済 （ 0111) On/ 未屈知

＊瀬戸幹●道厖 1!111総合●地llll兄 1,000" ＂万 1111111拓 未罐認躙査 （ m') 未J品知

,, ヽ聞Ill幹繍道月 1118範合●鳩謂兒 l;}.66 on 伊万里1111拓 蝙認鑽伝済 （ Oal) On/ 未属知

武鑢 n;杵“山 広基 幹 林 這 1,600"' 林政課 未鐘認綱査 （ ffl) 市片白古lftC,

魔 島市 販UI 県8l!lぃ牛冑成基盤覧鯛 5.0ha 農村整鑽属 鐘認讀査済 （ On/) Om 朱周貨I

嘉瀬ノ鴻ほか 団体宮 （航水不良型） 嶋場聾鯛 7.Sha 農け望鑽麟 罐認調査不雙 Om *'昌知

大和●f ,f,ffl n営水路 佐買百隣広域吐水槽 I.Olla a訓lilUH月 ＊纏認Ill査 （ On/) 小悶TH隋 1隻H墳

み司 !!I営＊詫佐買洒墨導水陀 10.0ha ltlllllf負員皐9訳 鐘認讚在済( 500nl) （ nl) 古宮還路 ・牟m遺跡

布序幹繍水路 佐買巾郭員地防災事業幹糠水凡 600m ＂中呻~™ 罐認舅査不賽 On/ 久留閻遺跡

111.tWホ讀場 佐買中鴨晨地防災事業 O.lh> UUI紐Jflii 罐認躙査不饗 0111 来崩知

Ill上携水鑽場11管 佐買中饗晨地防災事婁 0.1比 u• 呻 am 匹 Ill董不賽 On/ ＊福知

Ill 副 •r 清里纏東石隋里 Illa水路幹 繍 水 枯 0.6切 訂,_uu 未鑢認翼査 （ ）ヽ 未闊知

市の江II副幹纏 佐賣中”農地防災事象 幹縁水凡 l.300,. ＂匹 llllfd 纏認躙査不蟹 oヽ 未IM知

東与買町 ＊井手幹●水躇 佐買中郭農地防災事棠 蛉繍水路 蕊 m 佐買中聾農地 鐘認属査不賣 0111 宋周知

芦刈町 芦'Ill第2徘水縄場 佐買中響農地防災事婁 o.2ruo &UIJI節lJU 罐認讀査不妻

゜`

未蘭覧1

,.,.. 冨2綽水亀嶋畠警 佐買中學農馳防災事稟 0.11,. ＂＂』蔵 lJ皇 罐認躙寅不賽 Om 未周知

富 士町 鯛津呂 費藁纂侑樽水特別1/Jll事稟 200m 虞村整鯛霞 T. 事立会 On/ 未園知

纏瀬 農繋纂精情＊特洞"鑽事東 1,000m ・村霊傭麗 工事立会 Q,! 朱闊知

n野-s木繍 腎通林道事婁 400m H政晨 工事立会 Off! 鱒野遺防

御民田纏 将ll杯道事婁 120m 杯飲麟 未耀認調董 （ nl) HJf遺跡
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市町村名 地区名 ． 婁 名 :r. 事量 主幹繹 糟”．渭跡面積 舅衰ilii楕 遺跡 名

富士町 須田船石 讐過林道事震 •OOn, ＂政繹 纏比翼董不更 OIi 沫娼知

-*羅木織 林婁地域総合望● 訳l()n, 血真 纏 鯛11.不饗 0,1 -4<1111知

中の字土緯 林集地域総合聾蝙 240m 林政霞 罐認躙h不喪 未~,n

上漏縁 林業地域総台雙儀 ,oo .. 体政晨 籠舅ヽ不雙 o.i 未f属知

東n翫H 九干墨山艤断 広域基幹lお這 2,900m 林政繹 人現地踏査 （ ）ヽ ＊凧知

蛤岳慣廣 広域葛幹林這 SOOm 林政課 罐認贋杖不要 0111 未属知

n設け 蛤岳横漸 広域扇付林道 珈 m 休政諷 帽＂躙忙不蔓 0、未閥知

HI駁田 曾通枯道 50m 林政鰊 未現地I/Ill' （ ヽ） 未鳩知

“取山 生泊讚墳保全け蟄傭 12.88ha a杵望鑽課 罐肩査不要 0,1 朱潟知

三 瀬 H 金山WIil 広域基幹杵道 600m 杵政讚 罐認属W不姿 0~ 朱鳩知

田字" 晉過け辺 500m 杵政課 未現地踏査 （ "1) 米眉知

臼合 生活暉墳保全体 2.2ha g林望偏課 纏認讀忙不賢 Or,/ 未9属知

中原町 九千饗山讚噺 広域基幹林這 2,900m 林政課 未現地踏査 （ ,I) 鷹取tll誡銹近怜

上 峰 町 上負裏北聾 帆1'111場霞鑽 2.0ha 農H覧鑽鐸 債認舅在済 (7,SOOnl)
" 堤 本松遺院

神 ）4 IIJ' 域ば金立 筑後JJI下減農業水和1事業 立Oba 員員IITT汎` ＂駅 未II認瓢査 （ ヽ） ＂田遺鯰ほか

基山町 九1•饗山横断 広誡属幹林遍 2.900m 林政課 罐認翼汗不雙 Od 未層知

小域町 け蔵 水費a全環境笠鯛 0.lha 粒林望偏鰊 纏比躙n不要 0,t 未川知

牛尾 農体過婁用鼻兒遍税財葦見近Q道雙爾 750m 農村望傭1l 未罐は鼻在 （ nl) 牛J~誡踏ほか

:::e月町 艮＊田 囚R水詑 ftl'll.'i笞導水 6.0ha a員IIITil負U M籍認舅ガ済 ( 200nl) （ ,I) ＊闊知

iN.ill 国1'.!*詑佐賀西學導水 10.0ha 夏員1111汎員本＂＂ 傭認舅査済 （ 応Om) （ n!) 牟田遺路

J RI/I祁繍柵新 国内水詑 佐I'(西昂導水 I.Sha 裏員lllfillif員斤 罐認瓢在済 ( Ofll) Offl 戊遭闊

恢111川嶋Iii Ill営＊閉佐lt1li膠導＊ OAha illlllllitlint 罐認属在済 ( Oaf) Oo/ 未隔知

三ヶ騎 国営*rll 佐賃酉墨導水 2.2ha amT.-tUJ&if 錆認翼査禎 （ Om) On/ 安漏知

牛津町 れ出椿水讀場 国営幹鍼水躇 O.tha H+I瀑圏!UU 未讀認讀査 （ ,/) 未J/JI知

れ田梼水欄場樋管 008幹緯＊鉗 O.lh• ＂帽鴫 UM 未罐匹葺 （ 霞．） *™ 知

浜 玉 町 檜山 生祐讚墳保全林望fll 6.!)ha 森林覧鯛鐸 罐叩l'f不轡 On/ 未絹知

l<t1h 地域防災u策総合泊山 02ha ti.fl: 望鯛霞 鑓認属霞不閃 O.t 朱漏知

七 ,1,If 荒川～天JII線 広域嘉幹枯辺 1.900 .. 林敢課 未覆地謬互 （ n/) ＊周知

辺よ郎一蟹JII緯 普通Uill 1,020m 枯政鐸 ＊現地踏葺 （ of) 未闇知

＊立平 林槃地域総合望鑽事濃 400m μ政扉 未JJ1地1'11査 （ ,I) *™ 知

貸狂 保安体惰環這覧鑽 ,oo .. 森け鷲綱諫 よ覆地閉宜 （ w/) 来9畠知

巖木町 荒111-天Ill縁 広械善幹林辺 J.llOOn, け取繹 未覆尼踏窪 （ n/) 未1/;j知

nlliー喋ノ＊ 讐逓け刃 細 m 体取輝 鳴J夏地躇賽 （ ol) 未™Ill

滝~, 静通 ~lit 500m け欧繹 未環地踏寅 ,I *fMlll 

m知町 内補 情通け辺 <OOm 体政鐸 未覆地踏l'l （ i,/) *™ 知

浪井谷 復I□泊山 400m 畑露 未現尾房頁 （ fll) 朱闊知

戴＂ 地 災対賣総仕治,o 0.3h• 森林望儀諫 未現地踏代 （ ,I) 未M知

平山 保安林管瑾道整偏 I.OtiOm 呻笈鑽厩 ＊現躇貪 （ ,I) 未篇知

肥前町 訴木場（上場11期） 軋営爛地愕総合土地改良事集 6.0ha a地保全課 ＊積認潤査 （ ff() 未l!I知

1ill'll!lllll2(上1111剛 限g爛地帯総合土地改良事婁 2.0ha 晨地保全諫 染鐘認躙査 （ ff!) 宋随知

納支がl(J;JIIIIII) 鳳1'1111地僭総合土地改良事婁 700m 曇地保全讀 ふ・.鑢認讚霞 （ nf) 朱縞知

守械支19り（上爆11111県g爛地罹観合土地改R事婁 細 m 震地保全諫 罐認瓢代不更 On/ 未闊知

玄濤 •r 繁倉 （上場IVJOI) 集営姻地帯総合土地改良事婁 2.7ha 0地依全諫 罐認躙虻済（ 0,1) Oo/ 未屈知

箪醤 UllllV用） 11a畑地帯鯰合土珀改良事婁 4.0ha 員地保全謙 罐 綱 立不聾 0州 省莉渭防

nの出松（上場W期） 鴨閂畑地帯総合土地改良事婁 900m 曇地保全諫 罐認舅充不餐 Om 来周知
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u; 町11名 地 区 名 事 纂 名 工事旦 王俯繹 IIU遺跡面積 躙t面積 遺跡名

鱗頁 •r 渡戸 一般塁氾望偏事棗 8.514 m 農地m全課 賽現状変更協誡 （ Om) .1:1多只勝陣跡ほか

加倉 襲R爛地帯総合土地改良事菓 300m 晨地録全謬 纏認調査不饗 Om 未鳩知

西#IBIIJ 西行田百饗 中山1111地域総合鵞鑽事婁 20.76ba 塁μ覧鯛諜

（丸） ． 0.62ba 未確認属直 （ n/) ＊属臼9

（楕木山） ” 2.09b• “ 未罐認震五 （ 面） 未1樋知

（二本松：） “ !.!Sha ． 宋躍認鯛、R （ m') 未周知

(-Jc.Aヶ倉） . 3.52ha ヽ~ 未罐鯰鯛亙 （ o() 未鳩知

（中届） ” 3.~ha ． 未罐認瓢寅 （ ml !l<J!llll 

（大石） ” 2.14ha ． 未罐認舅h （ ,I) 未／属知

（北岳） ＊ 5.•2h• ． ＊饉認舅在 （ o/) 未鳩知

（岩谷） “ 2.20ha . 未罐認瓢五 （ fl/) 未厖知

山谷 ・帽の木綿 ふるさと員辺緊急望傭 2,312 m 農H聾織閥 未罐認馴査 （ fl() 野瀬願遺跡

曲JII 水賣滅地域緊急蟄鑽 0.2ha 農μ覧鑽課 糟認讀査不要 rd 未層知

山内 IIJ 神六山 ＊賣撼地械緊＆望● 26.0h• 贋林望鑓輝 未只地踏虻 （ n/) 紗原遺跡孤t:田遺跡

黒髪山 生話環境保全林聾儀 6.0ha ・林整●震 未現紺潤在 （ <ti) 未鳩知

北方町 片島山 広械基幹け辺 I, 細 m け政繹 罐認舅査不要 0111 勇猛tli古墳訂

il :t町 江北 中山1111地械総合望● 5.0ha •tt霰饂課 罐認瓢査済 （ nl) （ 0ヽ） .!!I場Ill遺跡ばか

＊ 轟 （農村公園） l.6ha 農H整●課 未耀認翼介 （ ）ヽ 白木遺跡fまか

． ． （農遍） J,JOO m aH望偏課 罐梓鑽w済 （ ,I) （ ）ヽ Ill子Jlil遺銹ほか

太良町 1<'14• s•J 簗信水源Ill地雙傭 0.2ha 農林竪鑽靡 未現地1111f. （ ）ヽ 多R岳・山茶1と遺跡

塩田 JIJ 杵島山緯 広域基幹林這 1,600m 林政繹 確認属査不要 0111 未知

鱗野繊 苔l!I件這 ~OOm 杯政繹 帽認属査不要 Ott/ 未周知

鱗 " 旭域防災対霞範合治山 0.lha g林整鑽謙 II認瓢蒼不雙 0111 禾周知

蝙＂町 Ill纂縁 林集地械総合蟄蝙事集 200 .. 林政謙 II認舅査不要 Od 宋周知

Ill帽纏 U巣け這 100 .. 林政課 II匹賣不妻 0,1 這知

※資料1-3は、平成8年12月18Bに開催したf平成9年度農業基盤霰鑓庫秦に係る文化財保鰻の協議会（第2回）Jで使用した資料である．
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確認謂査実施要領（平成8年度）

① 確認訊査

(I)準紺

l. 現地確認

讃査員・工事旧当課立会のうえ、工事範囲（瀾査範囲） ．掘削機搬人路・その他の検討．

2. 発掘承諾密（別添I)

I資料 3 I 

文化財課へ l遺跡 1通。工事担当課窓口．発掘承諾については、承諾因のみではなく、関在対象地権者

への、潤査に対する承認を充分得ておく。

3. 98条の2第 1項別記2(別添2)

発掘躙査予定地所在地、所有者、讃査対象面積、遺跡の種類、地目、発掘担当者名、行手時期等を記款

し、発掘担当者承諾苔（別添3)を添付して文化財課に提Ill.

4. 掘削機，作業目の手配

人数の目安は、手掘りの場合 I 5人/1日

掘削機使用の場合 3人／］日

※作業条件：作業時間 8: 30-)7: 15. 日当 6,200円

※冦用予定発掘作業nの名簿（別添 4)を作成し、事前に文化財課に提出．

5. その他用意するもの

小型カメラ・野帳・移捐ゴテ・尺・工事計画図面・文化財課指定の日誌（別添5) ・文化財課が用ほす

るフィルム (35ミリ，カラーフィルム24枚撮り）等の調査氾録類。なお、作菜只には各自シャペルを用意

してもらうこと。

(2}躙査

I. 原則として、 20m間隔で碁盤目状に試掘坑を設定。

2. 試掘坑は、 2mX2mを基準とする。

・絣作土と深土を区別する。

• 土層、遺構面までの深さ、遺構，遺物の性格及び遺存状況等記録する 。

・埋め戻しは、深土を先に戻して十分転圧した後、 耕作土を戻して復旧する。

3. 工作物・氾・水路等の取り扱いに注窯し、また工事担当課が必ず立ち会うこと。

躙査においては安全に充分心がけること。

② 讃査記録の整理

I. 日誌 ・ 潤査地区、試掘数、その他特筆すぺきこと。

・作業員数（例： 7.5人）、掘削機台数（例： 1.5台）

・文化財課へは、印のある原紙（別添5)を提出すること。

2. 讀査結果表（別添6)は潤査区毎にまとめる。

3. 試掘坑土層図（別添7)、遺構が検出された場合は平面略図（別添8)を作成する。

4. 図面 試掘坑の位霞・番号・遺構面までの深さ (-45an) ・遺跡の範囲等を配布した図面に記入する。
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5. 写真 フィルム (35ミリ ・カラーフィルム24t女携り）は文化財課で現像するので、確認潤査後直ちに

未現像のまま文化財課に提出。

プリントしたものを至急、市町村に返送しますので写兵の説明をつけて潤査結果表と併せて提

出。（重機使用及び作業員の作業状況を必ず複数枚撮影する こと。）

※以上の記録類はすぺて、調査後文化財諫に提出する．

※確認調査結果表・図面等の記録類は平成9年度刊行の 「佐賀県農業基盤整偏事業に係る文化財調査報

告苔16」の原稿に使用します。

③ その他の手続き

(I)掘削機僣り上げ

I. 運搬等の効率上、地元業者3業者の見積合せによる単価契約を行なう。

2. 上記業者は、兄積書（別添9)を提出し、決定があれば所定の契約m<別添10)2部を速やかに文化財

課に提出する。

3. 掘削機使用にあたっては、日時・場所等を事前に業者と充分打ち合わせ、かつ安全を期すこと。調査終

了後、速やかに掘削機の作棠実績簿（別添11)を文化財課に提出する。

(2)讃査依頼および旅費

・文化財課が閲査を依頼した市町村潤査員については旅Rを支給するので、次の書類を文化財課に提出

されたい。

・確認調査承諾言（別添12) • 旅費請求委任状（別添13)

・就業確認書（別添14) ・ロ座揆替申出密 （別添15)

(3)就労潤書

I. 必ず所定の様式（別添16)を使用する．

2. 潤査後、作業員の押印、日数を早忌に文化財課に提出する。

(10月下旬または11月下旬等に確認潤査を実施した場合も、月末締めなので当該月末までに文化財課に

必行とします。やむを得ず提出が遅れる場合は、 FAXで送信も可．）

3. 市町村讚査貝が躙査にあたる場合は、 市町村教行長・祖当者の証明印を必要とする。

(4)只金支払い

I. 発掘作業目の貨金は県から支給する。

2. 賃金支払い日は、翌月に日時を指定する。（概ね翌月の10日-15日）

3. 現金で支給するので、支払い場所、連絡祖当者等についてあらかじめ決めておさ、文化財諌に連絡をす

る。

4. 賃金支払い当日は、就労讃書と同一の印鑑で、領収の押印を行なうので発掘作業目には支払い場所・日

時について十分周知させる。なお、支払い時には担当者の立会を必嬰とする。
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〇農菓基盤整備事業に係る埋蔵文化財の保護に関する確認事項

l資料 4 I 

昭和53年4月 1日 佐賀県孜育貝会教育長

佐釘県農林部長

昭和59年4月 1日改正

農業基盤整紺事業等（以下 「事菜」という）と埋蔵文化財保護の躙ft(以＂ド「閥査」という）との関係の讀整

については文化財保護法第57条並びに文化財保護法の一部改正に関する党苔（昭和50年5月23日文化庁長官農林

省構造改菩局長）の趣旨に甚づき、佐買県農林部と佐賀県教育委員会は次の事巧iについて確認する。

1 文化財保護旧当部局は事菜の実施予定地区に係る文化財の讃査に当っては当該専菜の計画的かつ円滑な実施

に支閲が生じないよう拮蹂するものとする。

2 農業氾当部局は周知の埋蔵文化財包蔵地等における事業に先立ち、事業と文化財保渡との連絡潤整をはかる

ため、あらかじめ文化財保護担当部局と協議するものとする。

3 当該事業の厖行にあたっては前々年度の9月上旬までに計画図等を添えて佐買県教育委U会へ連絡し潤整を

はかるものとする。

4 文化財保護旧当部局は当該地区の文化財讀在を原則として事業施行前々年度に終（するものとする。また、

専業地区の変更等が生じた場合は、ただちに農業担当部局は文化財保護担当部局に協議する。

5 確認潤査の結果埋蔵文化財が発兄された場合、文化財保護祖当部局は当該地区の文化財の保護に関し農業祖

当部因と協議し専菜計画J:.やむを囮ず破壊される遺跡等について行う発掘潤査については原則として祁栗施行

前年度に終了するよう努めるものとする。

ただし、確認調査の有無にかかわらず工*'"に埋蔵文化財が発兄された場合農業担当部局は工事を一時中

止して、文化財保護氾当部局へその旨連絡し協謙するものとする．

6 発掘調査の促進にあたっては農業捐当部屈はこれに協力するものとする。

7 事業の実施予定地区に係る埋蔵文化財の閥査に要する経代は、原則と して文化財保護担当部局において負旧

するものとする．

ただし、やむを得ず当該調査に要する経費を事業費のなかで負祖せざるを得ない場合においても当該経＂の

うち農家負祖分については文化財保護祖当部局において負祖するものとする。

8 その他事業計画遂行にあたり、文化財保護について閲題が生じた場合はその祁度協議するものとする。
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ふ り が な さがけんのうぎょうきばんせいびじぎょうにかかるぶんかざいちょうさほう こくしょ

因 名 佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財潤査報告密16

シリ ー ズ名 佐費倶文化財潤査報告m
シ リーズ 番 号 第138兵

編 集 者 名 松尾法博

編 集 機 関 佐賀県敦脊委貝会

所 在 地 〒840-8570 佐賀県佐費市城内 IT目I-59 TEL. 0952(24)2111 

発行年月日 1998年 3月31日

讃査対象面積
コ ド

ふりがな ふりがな 北 緯 東 経 調 査期 間 （確認調査） 潤査原因

所収遺跡名 所在地
. , 鼻’ . , . 

ha 
市町が遺跡番号

佐9双鼻ヽ県9ん

”農今ヽ業』,甚."盤' 19960401 

整••• 備V*じ,菜.. 佐'賀*"県'°内'・
． 農林業基盤

453.5ha 
地.， 区くな内,, ： 整偏＊菜等

19970331 
遺ヽ・ 跡.. 

： 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記事 項

佐賀県 拓 落 旧石器時代 集落遺 構 石器 ・土器 確認製査報告のほかに平

農菜甚盤 怒 地 甕棺墓 陶磁器 成 8年度に農林業碁盤整

整紺事菜 古 Jtl 近 代 + u in ほか 備事業等に伴い実施され

地区内 包含陪 た20遺跡の讃査概衷を所

遺跡 ほか 収．
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